
0歳児の誕生をめぐる ｢危機｣と0歳児保育の課題

- さくらんぼ保育園における'81年度の0歳児保育から

相 知 稔

く初めに 〉

(1〉 0歳児の誕生 をめぐる ｢危機｣ 一妊娠 ･出産時の母子の状況-

〈2〉 乳児期後半における ｢移動能力｣の獲得 と感情 ･認識 ･交流の発達 一呂名の0歳児の入所

後 1年間の発達経過

〈おわ りに 〉
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く初めに〉

通常40週間前後におよぶ胎生期をへて新生児が誕生する過程には､按のその後の成長 ･発達を考え

るうえでみのがす ことのできない幾つかの危険な要因(1)をはらんでおり､しばしばそれが外在化され

るケ-スがあるo ･81年度のさくらんぼ保育園※0歳児クラスに入所 IR所属 した子 どもたちの場

合 もそうであった｡

※ 同園は埼玉県深谷市にあり､社会福祉法人 さくら会 (国吉轟弘理事長 )に所属する日保育

所､ 1学童保育所のひとつである｡ 1967年に設立 され､ 1971年に認可を受けた｡

他の 2つの保育所はさくら保育図 ･第 2さくら保育園であり､さくら･さくらんぼ保育園と

通称 されているのは以上の日園のことである｡ なお本稿では､例 えば さく らんぼ保 育園 を

｢さくらんぼ｣ とい うように略す｡

他方で､子 どもたちは ｢自らを自らで変え育てる力｣をその存在の本質的側面 ･可能性として も

っていることも確かである｡ 0歳児 (乳児 〕保育実践のひとつの課題であると同時に最大の能力は､

前述のような0歳児の ｢生まれの弱 き｣を彼 らのその後の変化 ･成長 ･発達のなかで弱点や障害な

どとして増大化 t固定化させるのではなく､彼 らの もっている可能性を現実性に転化するような環境

条件や人間的働 きかけ ･交わ りをつ くり出し､彼 らの人間的発達を保障することにある｡

｢さくらん‡割では｢さくら｣以来の20数年間の0歳児保育の経験の積み重ねのなかか ら､ 0歳

で入所 した子 どもが ｢生まれの弱き｣をの りこえていくひとつの時期的なめどとして､仮に満 2歳

までを考えている｡ 言いかえれば､乳児期後半か ら幼児期前半荘への移行をとげる頃まで､である｡

※ 本稿では､仮に新生児期 (出生後か ら生後 10日か ら2週､さらに広 くは4週まで )を含

み生後 6､7か月頃にいたる前までを乳児期前半､それをこえ1歳半ば前後までを乳児期後

半 とする囲｡このため本稿中で0歳児とい う場合は､より適切には上記でい う乳児期にある
l

子 どものことを意味 している｡ ｢さくらんぼ｣では保育者がこれ らの用語の使いわけに充分

に留意 してはいないが､保育の実際においては､拙稿 (封ですでに述べたような 1歳すぎか ら

半ば前後をみとおしたいわば0歳児像 ･0歳児観をもち､同時期までの子 どもを0歳児クラ

スにおき､それをこ見た子 どもは ｢移行｣とい う処置により年度途中で も随時 1歳児クラス

へ移っている｡ また ｢幼児期前半｣の規定については往く4)の文献を参照｡

本稿は､まず 1節で､0歳児クラス所属児童全員を対象に行なった､彼 らの胎生期 ･新生児期を

含む入所までの成育経過調査の若干の特徴的な点について簡単にふれる｡次に 2節で､先の 0歳児

のなかか ら呂名のケースをとり出し､彼 らが入所後 1年間で自らを変化 ･成長 ･発達 させていった

過程を､とりわけ ｢移動能力｣の獲得と感情 ･認識 ･交流等の発達という点か ら､主に乳児期後半を対象

に､たどる｡

以上の報告 ･検討を通 して､ 0歳児保育※のあり方を､それと家庭などでの育児 との関係か ら､
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あるいは母子関係論の眼か ら検討 しようとする近年の論議にたいして､保育の実際にたずきわった

者の立場か らさきやかな素材を提供 したい｡

※ 本稿では以下単に0歳児保育とい う場合には､保育所におけるそれをさす｡文脈上その点

を明確にするために､特に保育所保育などとい うこともある｡

(1)0歳児の誕生をめぐる｢危槻｣ 一妊娠 ･出産時の母子の状況-,,-
この 10年足 らずの間 ｢さくらんぼ｣では0-5歳までの新人所児全員を対象に､その (両 〕親

か ら面接 ･聞 きとりとい う形で､一人ひとりの子 どもの家庭環境､妊娠 .出産時の母子の状況､言

いかえれば胎生期 ･新生児期を含む入所にいたるまでの子 どもの成育経過などについて調べ､記録

することにしている※o生後間 もない赤 ちゃんをあずかる0歳児クラスの場合は､特にていねいに

それを行な う｡

※ この際､5年ほど前か ら何回かの修正をへた別表 1の記録用紙を用いている｡ ただこの記

録用紙に欠けているもの一例えば､飲酒 ･喫煙 (喫煙については母親のみでな く父親を含む

家族全員について調べる)の有無 とその量など､胎盤の大 きさと重 き､出生児 (新生児 )め

身長 ･頭囲 ･胸囲､初乳を生後何時間目にのませたか､出産直後に(母)親は新生児を抱けた

か酉か､病院 ･助産院では母子同室か異室か､異室の場合は生後何日目に新生児は母親の も

とにきたか等々は随時補足 していっている｡
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〔別表 ･1) 妊娠 ･出産時の母子の状況の調査表 (さくら･さくらんぼ保育園〕

家 族 構 成

氏 名 生年月日 職業 勤 務 先

父

守

妊娠荊 及び 妊娠中の状況について

=
聖
!1

ロ妊婦の仕弔の内容

いつまで就けましたか

色坦だったら~その理由

o串の運転はいつまでしましたか

o妊娠前の栄韮状闇 〔平常 〕

偏食はありましたか

特に甘いものが好きですか

食事は良 く食べれましたか

o妊娠前の健康状態 (宜血症､他 〕

o流産 ･死産の経験は なし あり

あれば 流産 ( )回 死産 ( )回

o長期にわたる〔2年以上 )避妊はありましたか

はい いいえ

o妊娠中の腹部Ⅹ線照射があれば

いつ頃

何 故

o妊娠中の庄射 ･薬物投与がありましたか

はい いいえ

あれば､いつ､何を

家 庭 環 境

家屋 自宅､借家､アパー ト､社宅

間数

採光 (ひあたり)

擬音 静､威､酋通

既 往 症

入所時までにかかった病名と､その状態について､

できるだけ詳しく審いて下さい｡ 〔湿疹 その他

について )

o夫婦間の血相開床がある場合､詳しく記入 して下

きい｡

ロ妊娠中の異状について 〔その 1)

･途中に出血はありましたか

はい いいえ

(あればいつ頃 〕

〔どんな状闇 〕

中毒症はありましたか

切迫流産はありましたか

はい いいえ

〔あればいつ頃 〕

さかごでしたか はい いいえ

〔状闇､時期 〕

妊娠中の感染について､ 〔 〕ケ月頃か も書い

て Fさい

Oつわりの状態はどうでしたか

〔食事の状闇 も詳しく書いて下さい 〕

･妊娠中に､家庭上､または仕,右上その他で､心理

的ス トレスがありましたか

o妊娠中の異状について 〔その2)

慢性病 (帝尿弼 ･野原柄 ･せんそく･他 )があ

りましたか

RE園子について

血液型不適合について

胎児の心拍数は正常でしたか はい いいえ

心棒助は規則的でしたか はい いいえ

貧血はどうでしたか

血圧は正常でしたか

黄白尿と 辞藤はでましたか

0 0

出 産 時 の 状 況

D分娩の状況 正常

甜子分晩 吸引分娩

帝王切開

その他

0分娩時に､樺痛促進等のため､注射､投薬,その

他を受けましたか､局所麻酔などしましたか

ロ陣痛時間 〔 )時間

陣痛は強かった 弱かった

o破水 してから生まれ出た時までの時間

o羊水は透明でしたか

o東位分娩でしたか

〔状態 〕

はい いいえ

o在胎期間 摘期出産 (

〔 )日遅れる

o分娩の場所 病院 潜療所

助産院 自宅

〕目早い

O捧 蛮〔 )g

o生まれてす ぐ産声をあげましたか

はい

(どの位経過 しましたか その状闇 〕

いい克_

oへその椿を巻きつけていましたか

いたらその状態を詳しく番いて下さい

oうぶ声は 大 きかった 小さかった

o特別な処置をうけましたか

保育牌に 〔 )日入っていた .
人工群生 ･酸素吸入 ･交換血故 ･燕物投与など､

他香うけましたか

o捧温は正常でしたか はい

o生まれた時の皮膚の色は

正常 ~蒼白 赤すぎる 黄痘

チアノーゼ等 記入して下さい

いいえ

o唱吐 ･けいれん ･後弓反張反射 ･他がありました

ら詳しく雷いて下きい

ロ東に血腫 ･産痛 ･非対称性はありましたか

o泉門の大きさについて書いて下さいく緊張の変化､

膨隆､陥凹がありましたら寄いて下さい

o箆の真情 .非対称性 ･日のまわ りに浮腫はありま

し丁二か

O手は盛っていましたか

o初乳は飲ませましたか

0時乳の力はどうでしたか

o授乳状況

母 乳 ( か ら まで )

ミルク ( か ら まで ) ､

混 合 ( か ら まで 〕



こうした調査 ･記録を今 日のような形でいわば保育の出発点として明確に位置づけた理由として､

少なくとも次の ものがあげられるであろう｡ ①入所児の変イヒ･成長 ･発達の状況が､特に'70年代

半ばごろか ら年 ごとに変化してきてお り､それ以前の保育のや り方だけでは充分に対応できなくな

jてきていることo なお､この点では彼 らが生まれ育った地域の社会的 ･文化的変容の静智につい

て も考慮しなければならない｡②古 くか ら胎教という言葉でもいわれているように(51､また近年い

くつかの異なった分野の科学者 ･研究者 らがく摘 ,A_し発言 しているように(16)子育て ･育児 ･保育

といっ.た営みはいわば妊娠 とともに始まっていると考えられ､保育者 もその点に留意 しなければ､

I.眼前の子 ども､特に0歳児をi:り多面的に把握できないこと. ③仮に保育を系統発生と個体発生と

の関係(7)という眼か らみていくことにより､子 ども-の愛情という基盤のうえに彼 ら-のより科学

的な接近方法を保育者集団としてつくり出していきたいと考えているこ とo〔彰子 どもの数､保育者

･職員の数とも増大化し､施設 も大規模化していくなかで､ひとつにはクラス担任 らのみが受けも

らの子 どもたちの状況をつかんでいるだけではなく､保育者 ･職員集団が全国の子 どもたち一人ひ

とりを知っているという条件を維持していくことが困難になってきていることか ら､ふたつにはク

ラス担任者の変動があっても保育所 としての責任をもって最長 6年数か月間にわたり子 どもを受け

とめていくためにも､個々の子 どもの生育歴を記録として保育者集団の前に提出し残 していく努力

が不可欠 となってきていること｡

これ らの調査 .記録の結果の一部はすでに幾つかの場で発表 されているが 囲､ここでは､ Ia1

年度の0歳児クラス所属児童 19名 〔その所属期間は1-12か月までひら畠がある)の うち､0

歳児期を在宅ですごしたE児(満1革で入所､いわば慣 らし的に '81年 9月の 1か月間のみ0歳児

クラスに所属する)を除 く18名について先の調査を行なった結果を表 1としてあげる｡ また､そ

れとの対比 という意味か ら補足的に､ I82年度の1歳児クラス及び '88年度の2歳児クラスへ

の入所児に対する同様の調査結果 もあげる(別表2)｡その うえでこれらの表について､保育の実

際にたずきわった者の立場から､0歳児保育 (乳児 )の内容を考えていくうえで考慮 しなければな

らないと思われる幾つかの点について述べたい｡

なおこれ らの資料についてあらかじめ次のことを断わっておかなければならない｡①これ らは､

既述のように､入所時の面接等で (母 )親か らききとったり､書 き込んでもらったものをもとにし

ているため､その内容を母子手帳などで確認してもらったが､特に別表2のように､出産後1年から8年

近い期間がたつにつれ不確かになる部分があったこと｡ ㊥この面接時の調査を担任保育者集団がまとめ､

年 3回ほど開かれた ｢さくら｣｢さくらんぼ｣｢第2さくら｣呂圃合同職員会議へ提出した記録を､

筆者が作成 し直したものが蓋 い 別表 2であること｡ ㊥いわば当然ともいえるが､医学的特に産

科学的 ･新生.児学的な知識 ･知見には大いに弱きをもっているであろうこと｡
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(表 ･1-1〕

-
36
-

名前■〔性別) 生 年 月 日(入所年月日〕 出産時の母の年 令 兄姉との年令差 父 }の油菜母 母 胎 〔 体 ) の 状 況 〔 胎 生 期 )

妊 娠 前の健康状態 いつまで仕事をしたか いつまで串の運転をしたか 甘いもの 血 圧 尿蛋白 貧 血 つ わ ゎ その他の罪常特記中頃

A(女 ) ー80.4ー11〔ー80.6.1｢さくら｣'81.4.1｢さくらAjfJ) 29 姉 4 会社且保母 良好〔低血圧 〕 産前BW 出産2日前 普通 正常 6M､8誠の2回 あり 普通 妊娠前期古か月間休業

丑〔女 〕 5.14〔'80.7.1〕 31 兄 6 教師 〔高校 〕保母 〔年長児クラス〕 良好 6W // 〟 Jr/ 1度± 少しあり〔74%) 前半あつたが食べ られた 妊娠前期苛か月間休韮これまでに2回流産していたので流産止めを受ける

亡く女 〕 6.17(9. 1〕 28 姉 3 公務員 〔深谷市 )公務員(深谷市苛覇覇) rr 出産するまで 〟 q なし あり なし 8M:頃 :増血剤 (注射 )長期避妊

D(男 〕 7. 6〔9. 1) 29 姉 2 会社見家事 I:/ - 〟 好き 〟 後半にあり あり(9M～ ) 8-4M:唱吐ひどいが金串は普通 9-10LⅠ:土田血剤 (注射 .井 〕

F〔盟 〕 ll.13〔'81.a.2) 80 兄 6姉 4 治療士 (.接骨院 )保母〔2才児クラス〕 /y 6W 出産1M前 普:通 Jy なし なし 胸がむかつく程度､よく食べ らrしたo 長期避妊

G(女 )E〔女 〕 ll.19那 (4. 6〕性 82 兄 4 公務員 (群馬県 ) 疲れやすか TW TW前 嫌い ケ なし あり よく丑べたが唱吐ひどく､特に朝食後､ 長期避妊徒､排卵誘発剤のむ03M頃出血する(2週間入院 )o切迫詑双生児 保母 〔公立2才児クラス 〕 つた (鉄剤投与) 退助途中 も申中によく吐いた○ 産予防薬をのむ○2.9M:逆子出産2-3日前にX線照射o

I〔男 〕 '81ー2.9(4. 6) 23 障害児収容施設拒再良 良好 6W 6W前 普通 /I 6M出るTM:ごろに辞範 あり(57% ) 殆どない 4M頃に妊娠中森症､切迫流産04M頃か ら増血剤 〔注射 〕o



(表 ･1-2〕

-

3
7
-

名前(性別) 出 産 時 の 母 子 の 状 況

陣痛時間 在胎期間(予定 日に対 して 〕 出産のための持 子どもの 〔特別な )状態 産声いつあげたか 〔強弱 〕 出産後の特別な 手指の 初 乳 生下時体重 -I.出産場所 ~〔と強さ) 別 な 処 置 (破水後何分で出産 〕 処 置 握 り (9)

A 12h(哲迎 〕 満期 なし 破水敬三h す ぐ(普通 ) なし 閲 飲 3.150 ○○病院

B 6-7h〔普通 〕 7日牢 なし 破水と同時 す ぐ I:IL 過 欽 2,850 q

C 26b(弱 〕 6日主堅 なし 前期破水 す ぐ〔大 〕 なし 磨 飲 3,550 〟

D - 7日早 局所麻酔帝王切開 す ぐ亡夫 〕 なし 握 欽 8,550 /T

F 4h25皿〔瞳 ) 12日i埋 陀描促進剤〔薬) 破水故30皿 す ぐ〔大 〕 なし :屋 欽 4,460 /I

GH 8日早 全身麻酔帝王切開 猫特続紅で四肢にチアノ--tf(+ ) あげた〔大 ) 保育器2日間 握 放 2,610 /r
脳幹淡紅で四肢にチアノーゼ(+)唱吐oアブガ一点欺く1分6点､5分9点 ) あげた(弱小 〕 保育器 8日間 握 政 2,540

I 6-7h 3日早 産道を作るT=め 破水故16b 1-2分散 なし 鍾 のまな 2.860 //
〔強 ) の薬2柾投与 固碍巻路 〔芭:過 ) Lヽ

･X病院名は略 した



〔衰 ･1-3〕

-

3
8
-

名前〔性別) 生 年 月 日〔入所年月日) 出産時の母の年 令 兄姉との年令韮 父 子の職業母 母 胎 ( 体 ) の 状 沢 ( 胎 生 期 〕

妊 娠 前の健康状闇 いつまで仕事をしたか いつまで串の運転をしたか 甘いもの 血 圧 尿蛋白 貧 血 つ わ ゎ その他の異常特記-弔項

氏(女 ) 3.18〔6. 1〕 25 会社艮 〔自励串教習所 〕保母く2才児クラス〕 良好 産前6W lW前 好 きだが妊娠中は食べない 120/70 5-6M頃に±になる あり 3-4回吐 く 3M-増血剤

L(リ]) 3.25(6. 1) 34 兄 9姉 2 自営 〔甫坂関係 )保母(0才児クラス〕 良好 6W 出産するまで. 普通 正常 9M:頃 軽い辞腔､± 4M～4-64%後半～-72% 普通 これまでに2回流産

M〔リj ) 3.27〔ES…<' bfiは.J1;..111 31 団体職員_家'_F 2M前 嫌い I/ 37Wか ら± なし 初期に食欲がなくなるo 10M:後半に黄白の出をおさえる英及びかぜ薬をのむロ

～(女 〕 4.29〔9. 1) 31 凹体弧fl保母(1才児クラス〕 血圧低め TW 2M百甘 JT/ 予定 日2日す ぎに商■くなる 予定 日すがて±になる なし 時々はげしい頭痛､初 めは冷や汗が出たoキュウリ.肉が食べたくなかった○ 3,13,16W 出血W切迫流産 〔注射 .薬 〕41W腹部Ⅹ線照射

0(女 ) 5. 5(10. 1) 26 柿 4 会社且 〔スーパーマーケ ット)保母 (病気休職中 〕 寅血症穿i肩腕障苫 - lM繭 か 苗かつた あり 貧血症 なし 長期避妊2M--増血剤 〔注射 .薬 〕5M かぜ薬lOM 腹部X線照射

P(リ｣〕 6.24〔呂.24) 32 兄 3兄 1 団体取Li保母(4才児クラス〕 良好 6W 出産前日まで 好 きだがひかえた 正常 1回あ り 7M:68党; な し 7-9M 増血剤

也〔リ｣ 〕 7.12〔9. 1) 33 姉 2 団体職員保母〔1才児クラス) 〟 TW - 嫌い // ±2回塩分の制限 TJ.LL 4Mまで食べると気持 ちわるかつたo 8.9M 腹部X線照射

氏(lil) 8. 7(ll. i) 33 兄 9姉 5姉 1 団体現員.保母(2才児クラス〕 〟 6W 出産2日前(バイク〕 普通 JrT 士が1-2回 軽い なし 増血剤 〔8ロ間 )

S 乱lo 25 運転手 (市来会社 ) Jrr 4W 2M前 〟 9-19MI あ り 空腹時に吐 き局､企 4M: 腎 炎
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名前 出 産 時 の 母 子 の 状 況

陣痛時間 在胎期間 出産のための持(一一定 に 子どもの(特別な 〕状闇 産声いつあげたかく強弱 〕 出産後の特別な 手指の 初 乳 生下時体韮 ･X.出産場所〔と強さ) -fp日対して 〕 別 Ti 処 置 〔破水後何分で出産 〕 処 置 握 り (9)

K 48h〔弱 ュ 2日遅 なし 腰帯巻路 (丑部 ) す ぐ(大 ) なし 握 飲 3,100 △△病院

L 48h(強 〕 3日早 なし 同時破水 す ぐ〔大 ) なし 握 飲 3,650 一ケ

M 12h45712(強 〕 2日避 なし 破水故 1h上まぶたに浮腫 . す ぐ(大 ) なし 握 飲 2,960 〟

N 12h54粥(娃 〕 9日 なし 破水故 58m す ぐ〔大 ) なし 過 飲 3,820 q

0 ?〔強 ) 11日遅 なし 腰帯巻蕗 〔璽主部 〕 す ぐ〔大 ) なし 握 放 2.600 〟

P 5h〔亜 ) 10日早 早期の破水のため陣栢促進剤〔垂 〕の投与 破水牲15h す ぐ〔大 ) なし 握 飲 3,120 J>

Q 7h〔鐘 ) 2日早 なし 破水故 30m羊水は淡黄色 す ぐ〔大 ) なし 握 飲 3,260 〟

氏 3h(鍾 ) 10目早 なし 同時破水 す ぐ〔大 〕 なし 握 欽 3.300 △△助産院

※病院等の名前は略した
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名前〔性別〕 生 年 月 日(入所年月日) 出産時の母の年 令 兄姉 との年令差 父 母 の 職 業 母 胎 ( 体 ) の 状 沢
父 母 いつまで仕野をしたか いつまで串の運転をしたか 妊娠前の健康状闇 甘い もの 血 圧 尿蛋白 貧 血 つ ね り その他の異常､特記事項

E(蛸 〕 T80.8.13(181.9. 1) 39 - 会 社 員 10か月まで 良 好 ･普 通 商 い あ り な し 結婚後 15年目の出産o帝王切開のため10か月日に股部にX線o中毒症あり

T〔女 ) '80.6.18('82.4.6〕 冗 .5 自 営 業 同 左 9か月まで 9か月まで 好 き 正 常 な- し な し 甚助避妊O心理的ス トレス〔祖父母が新築のため家宙と仕事で多忙 ) l

tT(女 〕 '80.ll.6〔 〃 〕 † 一卵性双/L児 放く群鞘一括校 〕 保 母 2か月後半まで 6か月まで 良 好 普 通 正 常 な し 4か月位まで特にひどく､8kgはどやせるo 切迫流産 (2カ月後半 〕oホルモン注射 とビタミンくE〕剤 (2-3か月 〕増血剤と注射 (7-8土.1月まで )O出血 〔2か月ごろ､2日間少壁 )
V(女 〕 ー80.ll_6〔 /y 〕

W(リ｣〕 '80.ll.14〔 〃 ) 柿 .3 会 社 亡1〔同族会社 ) 保 母〔熊谷公証産休代 ) Tか月まで 10か月まで 良 好 正 常 あ り あ り 3-6か月 :企べた も･のをは < O さつまい も､水っぽいもの､佃煮､つけ ものを好むo 浮腫 〔むくみ )Bか月致半

Ⅹ(女 〕 I阜o.12.7( // ) 兄節 自 営 業(縫 製 業 ) 同 左 前 日 ま で 9か月まで 貧血症 好 き 正 常 な し な し 4か月まで宜ペ られない06か月まで空腹時､気持 ちわるい0 10Argやせ る o 長期避妊O

Y(児 〕 181.3.17〔 L/ ) 兄 .4兄 一2 造 園 業 縫 製〔自 宅 ) 9か月まで 当 日 ま で 正 常 な し な し 3か月こ.ろ少 しあ りo 中毒症 (9か 月 ごろむくみが少 し〕o さか亡くBか月ごろo体操で直す )O妊娠中に夫が1か月半入院oストレスあり)

il〔LFj〕 '80.5.10(T83.4.Gj 26 柿 .3 自 営 業(洋 戯 ) 同 左 呂か月まで - 流 産 1回 普 通 正 常 な し な し 食事はよくたぺ られた 胎児の心博戯が規則的でない

b〔女 ) 180.6.18( // ) 29 保 育 者 大 宇 宙 研(技術計算 ) Bか月まで - 良 好 や や 好 き 正 常 な し あ り〔9M〕 2M:､食欲なし､においをかぐと雲も分が惑い 9M後半 :増血剤

t●(黒 ) '80.6.26( 〝 〕 28}22353027 缶1卜 22卵性双生児兄 .2 大 工農 協農 業保 育 者忠 義 内 耳訊〔縫 製 〕保 母同 左同 左 .同 左 2か月まで9か月まで5か月まで呂か月まで9か月まで 1週 間 前ま で前々日まで〔たまに 〕9か月まで 良 好良 好流 産 1回〔'77年 〕良 好良 好 普: 過きらいきらい好 ききらい 正 常正 常 あ り±〔少 し)な し±〔少 し〕な し あ り〔3m 〕な しあ り〔6M～)あ り〔前期 ) つわ りがひどいので､王か月日に円職をやめるO牛乳 .生物がだめほとんどない-4M､さっぱ りしたものを好む2､3M少 し〔食守一は普通 〕 中毒症あ り010M ニ腹部X線 (胎児の状闇をみるため )O増血剤を朝 .夕､同注射を2週間に1度(3M:～ 〕かぜ薬2年以上の避妊09M､出血､さか亡切迫流産のT=め2-5M休むq増血剤 と同注射を6M:10減塩食を医師か らすすめられる○由瑚 :増血剤
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(別表･2-3)
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名前 入 所 当 初 の 様 子 ｢ 移 軸 能 力 ｣ を 得 て い く 過 程 離 乳 食 他 そ の 他

首 のすわ り 寝がえり ｢ハ イ ハ イ ｣ おすわら つかまり立 ちつたい歩 き 直立歩行 母乳の期 間 内 容 開始時 吸引力そしやく力 その他

E 既､青白 く､皮膚の張 りがないO体は大 きいが､周囲の子 どもと全 く遊べず､手品た りしだいにつ き倒 して しまうo離乳企 〔後期企 )を与えて も､そしやく力がないのでいつまで も口の中に残っている09月いっぱい ｢0才児｣にいて､ 10月に ｢1才児｣へロ しない 3M二まで ベ ビーフー ド使用 特に弱 1才で入所固形物は全くだめ

T うす着であそぷoお しゃぶ りをよくするO皮ふの張 りありロ 白 色o泣 き声は大 きい凸甘ったれた感 じでしゃべ るため､冨薫がはっきり聞 きとれないD甘いお菓子をよくもつて くるo男性 をいやがる. 2班亡か月十 6M 9M ｢四つ足ハイ｣ 9Ml2M 12M 果汁大人のものつ■ gM ｢Lラ｣があ り 入所初めチョコ､あめをもってくる

U表情が固 く､キ-辛-声で泣いては､Tごっこを求めるDV児 とともに4月中は ｢tnらし｣的にお昼 亡はんまでロ少 しなれると水 一砂遊びをや り始めるが､その夕方か ら発熱のため数 日間休 む､とい うことを<りかえす巾5月中 二よ i も強 くな り出す 【 3M 5M: TL4: n4Iまで1-5M混合 果汁 3M

lr 表情が適いo体の動 きがにぷ く固いoよ(キーキ-声で泣 くロすぐT='つこを求 める04月中は ｢tn らし｣ 的 にお昼 ごほんまでO千れで もすぐに発熟 し､数日間づつ何回か休むロ 1)ゴム遊びは大好きで少 しなれ るとす ぐにやるo手足弱 く ｢築山｣に蔓れない. 3M 5M しない (8-9M､骨膜朱で46日間入院 〕 Jr/ 〟 d

W 湿疹体質で､百のまわ り.胴をかゆが り､いつ も赤 くただれていT=,よだれがいつ も出ているロ二コ二コ既が多いが､泣 きわめく 3M 6M: TM ｢股バイ｣足指つか う TM 8班9M(片手) lou 6MまでTMか ら混合 . つ.ilL 3M よく企 野菜 ざらいこともあるo這■柴はっきりしないo食欲はあるが､強く固丑で生野莱-牛乳 をいやがるウ外 あそぴが大好 きロ 9M:｢苗バイ｣ llM 果汁 -へこた

元 色白で皮ふの しま りが弱いロ無表情で トローンとした目o歩行はするがす ぐにつんのめるo素足を極端にいやが り大泣 きをする凸 2M半 S九t 10M少 ししたがす ぐ立つ 8M 10〔歩 く 12M みそ汁の上やみ 5M 逮

両手を胸のあた り に上げ､ 手足をプラプラ させて他の部屋を歩 き回 り､全 く集Eflに入ろう と しTi-い口 言垂 は ｢ワ ンワン Lのみ .コ色黒で､一見する と萌 はしまってい る 感 じD笑蘭が少なく､休もかたいd汚 れ をとくにいやが り､水 .砂あそぴは全 く しないO (5-8M .歩行番使用 〕 8M 感 じ )12M まで

Y 2M半 4M TM ｢腹バイ｣ 6M TM 14M のまな 肉類たべず-野菜茸は くT=J,{る
歩行で きず ｢四つ足-イ｣で移動o言葉は ｢ア-タ-｣ と呼びかけて <るo環内のスベ リ台か ら妄執かないn 9旭 ｢苗バイ｣ low 15M二 Lヽ

ll 厚着O体は大 きいO旗色は青色いo設圃時､ リュックを背おい､大J石で泣 きわめき､屡企時まで泣 き続いたo 2M 6M 6-8M ｢四つ足ハイ｣(歩行器使用 ) 6--8M 1才 1才2L4 1王国間〔初乱のみ ) 果汁 BM 何で もよくたベる 1才 8Mまで ミルクを晴乳 ビンで

b 血色が よいO筋肉 一皮ふの しま りがある凸衣服I:fどに水がかかると大泣 きする亡手足 にハエが とまると､ ｢何カ イクー.′｣と大泣 きo素足を極端にいやがるo他の子に体をさわられても大泣きだったo 2M 6M BM(右手でついて右足親指つけて進むo左手はひじをついて進むo左手親指はつかTTLtい 〕 ll-12L工 1才1M 1 拙く_しっか り〕 5､ 6Mまで2M:-.混合 みそ汁の上ずみ 5M よくのみよくねるoミルク8-9Mまで ｢柿崖保育園｣〔2階だて､0-2才 :2階)は外遊びを全然せず､机にむかい課題をす る生活で､おちこんだ(母親の話 )

Cde∫gh 青白い顎色ロ筋肉 一皮ふの しま りがないD初めか ら全 く泣かないで､ニコニコしていたo時々､ ｢奇声｣をあげて とび出 した (｢障苫｣ を もっているのではないか と心配 した )凸言薫かけをして も適切な応答が/:Iかつたo 5M4M3M3M2M 6M5M(26日〕5M 1才す ぎ ｢四つ足ハイ｣〔奥の部屋のベッ ドで7-番地までぬかせていた ) TM二9M 10M(歩行器)1才2MgMBM 1才6M(1､2歩 ) 1ノ-2M:〔混合〕〟〔 〃 〕 麦茶麦茶 6M6M:す ぎ 晴乱 一再 入院中 (1M 〕ミルクのみ､牛乳 早期破水､早期は くりだつたが軽いため陣痛促進の注射 を

色黒で､皮ふの しま り弱いD表情 とは しかったO苫粟 を発す ることも少なかつた白視線を合わせない ことが多かつたが,合わせる場合には､眼で応答する頂 じTごつT=o 9M〔歩行器使用 〕 1才2M二 ミルクをよくはく 300亡亡､ 1hかけてのむ

血色 よくて､筋肉の しま りあったo健康的な感 じo身の回 りの ことは きちん と自分でするO よくしゃべって､ しっか り.した感 じO大人の手をつな ぎたがった凸男性をいやがるo裾色､音色 く､体がかたいo無口で声を殆ん ど出さI1-かつ f= 0 日で じつ-と訴えて くる感 じo他の子 どもと遊べないo くつをはきf=が るo衣服の着脱な どの ことは殆ん ど一人でやれたL,健辞その もの とい う感 じで､表情が盟かでよくしゃべ り､他の子どもを圧倒 した 〔入所致2日flLflは大泣 きLf=が､ なれ ると以前か 6-8L4｢四つ足ハイ｣｢苗′1-Jf｣いざうような ｢ハイハイ｣TM ｢腹バイ｣ 〔手指は開くが､足指つかわない 〕9M ｢四つ足｣10M｢苗J,'イ｣ lou〔2､3歩 )1才aM1才苫M10M 1才までlMまで8班 果汁野菜スープ果汁果汁 2Mすぎ4叩5MB～ 噂乳-蘇そしやく力あら ミルクいやが る08M～母乳 と牛乳1才 2Mまで ミルク任ゆるかつら在国 していた子 どもとす ぐ遊べた )o激 しいけんかをよくした〔誰かれかまわない感 じで )∩ 9M:畠M■ まで 4M たo うつ.産王正閃かず､ しだいに出血多 くなつたため帝王切開



(別表 ･3)'81年度 さくらんぼ
障育園0歳児 クラス

所属児童 (18名 )
の入所時の生後日
(過)数 〔個人別 )

名前. 何日目 何週後.

A 51 7

B 48 6

C 76 10

I) 57 呂

F 109 15

G 138 19

H 188 19

Ⅰ 56 呂

J 71 10

E 75 10

L 68 9

班 66 9

N 125 17

0 149 21

P 61 8

q 51 7

R 86 12

(別表 ･4)同生後退く月 )数別の人数

何か月日 2 3 4 5 6

何 遇 後 6 - 8 9 - 12 13- 16 17- 20 21-

(1) 一人ひとりについて生後何日目(何遇後 )に入所しているか､をひろい出してみた〔別表呂)0

最 も早い入所は生後48日目〔B児 )､遅いのは149白目〔0児 )であるoそれを別表4のよ

ぅに整理してみると､いわゆる産休あけ児童 (生後43日日)※に準ずる生後6-8遇稜の子ど

もが全体の吉をこえ､昔が生後呂か月に満たない時期に入所していることが目立つo 個々の母親

の職場などにおける労働条件､保育所保育-の希望の有軌 および保育所側の受け入れ条件など

の関係で一概にはいえないが､この年度に関するかぎり全員が乳児期前半に入所している｡

※ 労働基準法65条では､ ｢6週間以内に出産予定の女子が休業を請求した場合には､就業

させてはならない｡ 産後 6週間を経過しない女子は､原則として就業させてはならない｣と

いう産前 ･産後の各6週間計 12週間(84日間)の休業を規定しているので､現在のところ

いわゆる産休あけ児童は最 も早い場合で生後48日目になる｡ ちなみに社会福祉法人さくら

･会ではさらに 2週間計産後8週間を有給で保障している｡

なお入所が比較的に遅い子 どもたちについては､次のような事情があった｡N児の場合は､母

親が勤める ｢すみれ｣(深谷市内の私立保育所｡ ｢さくらんぼ｣とほぼ同様の保育を行なってい

る ｢姉妹国｣(9)のひとつ )に生鮎 7日目に入所しており､ ｢さくらんぼ｣の受け入れ条件が整の

うのを待っていたoO児 は母親の事情により入所が遅れたケース｡F児及びG･H児については

後述するが､出産後の母体の回復状況や双子であること等が関係した｡

(2) 父母の職業欄をみると､母親が保育所勤務の保育者 (保母 )であることが 17名中12名と目
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立つ.しかもL･M児の母 も結婚前は保育者であったし〔M児の母は出産後に復職した)､Ⅰ児

の母は障害児収容施設で保母職として勤めていることを合わせると､保育者以外の職業について

いるのは呂名だけである〔D児の母は出産後に勤め始めた)｡この傾向は 'a1年度にいわば偶

然的に現われたともいえるもので､例えば同年度の ｢さくら｣の入所児について同様のことをみて

みると､保母は16名中2名のみであった｡ ただしここでは転園などで ｢さくらんぼ｣と重複す

るケ-ス･Xは除いて考えているo 他方社会福祉法人さくら会に勤める保育者 ･職員数が 100名

をこえ､その多くが現在および今後も妊娠 ･出産の条件 (可能性 )をもっていること､深谷市と

その隣接市町村に ｢姉妹国｣が幾つもでき､そこへ通 う深谷市在住の保育者 も増えていること､

これらの殆どが結婚 ･妊娠 ･出産後も保育者として働き続けたいという意志を持っていること､

を考えれば､今後も保育者を母親にもつ子どもが0歳児クラスにおいて一定の割合をしめていく

であろう｡

※ 社会福祉法人さくら会の呂保育所勤務の保育者 (保母 )は出産休暇終了後､授乳の関係で

(どの母親もできる限 り長 く､つま り最短で生後日か月まで､できたら生後6-8ないし

10か月ぐらいまで､母乳で我が子を育てようと努めていたため､保母にも日中の授乳が保

障できるように)自分の所属する保育所に子どもをあずけており､日中の授乳が終了すると

他の保育所に転固させることにしている｡ ' 81年度の場合､ ｢さくら｣から｢さくらん風

-の転園がA ･M児､逆の転園がF･E･L児のケ-スであった｡なお ｢第2さくら｣は

'84年度までは0歳児クラスがない｡

父親の職業はさまざまであるが､Ⅰ･呂児の父を除いて､日中の比較的に規則的な勤務が多い

(I)児の父は以前勤務時間の長く不規則な職場にいたが､長女 〔D児の姉 〕から｢おじちゃん｣

と呼ばれたことをひとつの契機に転職したとのこと).先の2名のうち､特にⅠ児の場合は両親

ともに障害児収容施設勤務ということで夜勤 も含む､変則的な職場のため､保育所保育の時間帯

(午前8時-午後4時の前後に延長 〔時間外 〕保育を行ない､最長で午前7時半-午後6時 )ど

けでは不足のため､満 1歳以降は保育者や他の子どもの家庭であずかることがしばしばあった｡

(3) 妊娠中の母胎 (体 )の状況では､ ｢異常 ･特記事項｣に何も記入していないのは一人 もいない

(何をその項目の中に含めるか､という点は勉強 ･検討 ･改善しなければならないが )｡ この点

が前述の保母の割合の高さ(保育労働のきびしき)と何らかの関係をもっているか苗かは今後 も

ぅ少し事例を多くとり､かつ個々のケースの内容に立ちいって検討されねばならないであろう.拍

ちなみに先の ｢さくら｣16名のうち上記項目に記入なしは4名である｡

個々の項目の中では､今までに流産の経験ありが2名､今回切迫流産の危険のあった者が5名､

つわりのひどかったのが4-5名､軽いと答見たのも含めて貧血ありが 1日名､そのうち増血剤

を利用した者が呂名､(±)を含めて尿蛋白の出た者が 1日名､腹部Ⅹ線照射を受けたのが4名､
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陣痛時間の長いのが5名､等が目をひく｡ 特にG･Ⅱ児､I児､Ⅳ児などの母胎 (体 )に 幾つ も

のハイリスク田子が重なっているo くりかえすが､文字 どうりまったく正博な母胎 (体 )は(F

児の場合 も含めれば )なかったと言ってよいだろう｡

ひとつの参考として別表2-1をみてみて も､13名の母親全員が ｢異常 ･特記事項｣欄に記

入して由 り､その内容 も前記 18名と同じようにきびしい ものとなっている｡ すなわち､流産経

験 2名､切迫流産の危険あり2名､妊娠中毒症4名､貧血 5名､腹部Ⅹ線照射 2名､ひどい精神

的ス トレス2名､大幅な体重減少 2名等である｡

何 次に出産 (時 )を含む周産期についてみてみよう｡出産 (分娩 )時の処置等では､帝王切開が

2件3名､前 ･早期破水が 2名､微弱陣痛が呂名おり､薬および注射で陣痛促進剤を4名が受けて

いる(陣痛促進剤についてはある曜日やある時間帯に出産時間を合わせるためにつかわれるなど

の､いわば医師の側の濫用 とも推測されるケースもある)｡在胎期間はほぼ問題なく､全員が正

期産児 〔妊娠 89- 42週の分娩で出産 )であったが､それと生下時体重との関係をみると､S

FI)〔Smallfordatebaby)的が4名 HI･G･Jl0児 )おり､逆にLFD(Largefor

datebaby)が1名 〔F児 )であったo

出産後の子 ども(赤ちゃん )の状態では､異常として､チアノ-ゼ呂名､頚部あるいは頭部の

脚荷巻絡4名､浮腫 1名､羊水混濁 1名､羊水感染症 1名､舌癌 1名､唱吐 1名等がみられるが､

とりわけG ･H ･IIJ児 らにそれらが重なっている｡このうちⅠ児を除 く3着は保育器に入っ

ている｡

また先はどのように参考までに別表 2-2をみると､ 15名のうち早期産児 (妊娠 20- 88

週の分担で出生 )が呂名､SFI〕がB名おり､また保育器に入った者が8名と半数をこ見ている

のが眼をひくO 特にU ･Vの一卵性双生児､C Idの二卵性双生児､f児､g児 らに鵠つもの異

常がみ られる｡

事柄の一面的な強調はさけなければならないし､いたず らに無用な不安を煽るのは慎みたいが､

以上の記述にその-例をみたような厳 しい条件を背負っている0歳児の育児とその責任をひとり

〔母 〕親､ もしくは家族などにのみ負わせる主張が､その妥当性を疑われるの もやむをえないの

ではなからうか｡またその反面､保育所 ･保育者 らの責任 も問われている｡ すなわち､例えば､

上記に例示 したような子どもたち一人ひとりの誕生までの条件 〔母胎内環境 〕や出産時のハンデ

ィの具体的内容を保育者集団が頑の中にきざみつけているかどうか､また自分たちの保育内容が

これ らのハンディの重みに負けないものであるかどうかの吟味が求められている｡

※ この点と関係する各専門機関 ･専門家 (特に医療 ･心理 ･福祉等の )と保育所との結びつ

きについては割愛するが､ ｢さくら･さくらんぼ｣では､従来までの各関係者とのつなが り

に加え､ '82年度 より小児神経内科の柿別医師を定期的に(月1回 )招き､0歳児の障害
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･異常 t弱きなどの早期診断 ･早期発見にあたってもらう乳児健診的活動にとりくんでいる

ことのみを記す｡

く2〉乳児期後半における｢移動能力｣の獲得と感情 ･認識の先達 -3名の0歳児の入所後の発

達経嘩-

ここでは､蓑 1の 18名のなかからF･G･H児の呂名のケースをとり出し､入所後 1年間の彼

らの変化 ･成長 ･発達の経過の一端を､月齢ごとに､4つの柱個に仮分 した一覧表に整理し直して

みた(表 2-4)0

この日名をここでとりあげたのは次の理由か らである. ㊧前述のようにG･H児は一卵性双生児

であり､かつその静智 もあり胎生期 ･新生児期に幾つかのハイリスク国子をもつSFI)であったこ

とo屯)逆にLFI)であったG児はその点と陣痛促進剤の使用､4年間の長期避妊を除いて目立った

異常がみられないこと〔この前 2着 もハイリスク田子ではあるが ). 伝)筆者が彼 ら日名の主たる担

任保育者となり､約 1年間にわたってその保育にあたったこと〔G･Ⅱ児にたいしてはその後の2

年間 もほぼそうであった )0

(1) 表 2-4の内容に立ち入る前に､これ らの表の作成手順などについて述べたい｡

0歳児 (乳児 )の場合､すでにみたように一人ひとりの胎生期 ･新生時期そして入所までの経

過が異なることもあり､一定の共通性を含んではいるが各々が独自のいわば生理的 リズムに近い

生活 リズムをもっている｡ 特に乳児期前半の場合はそうである｡ そのため､平日において24時

間の うち日中の8-10時間をしめる保育所保育を､子 ども(赤ちゃん )たち一人ひとりのちが

いの部分にできるだけ対応できるものとするためには､睡眠 ･食事 ･健康状態を初めとする各家

庭での子 どもの状況､按をとりまく家族や物的環境などについて保育者がある程度知っておかな

ければな らない ｡ また生後間 もないわが子をあずける親の側 も､保育所での子どもの様子を少 し

でも知 りたいと思 うのは､いわば当然の気持ちであろう｡

そこで ｢さくらんぼ｣では別表 5のような日課表をつくり､朝子どもを送ってきた時を利用 し

て上段の部分を〔母 )親に記入してもらう｡一定の記号などを使い､日中の保育の流れ (食事 ･授

乳､午睡､排便､ もしあれば発熱等の健康状態 )を中段部分に､その日に目立った(気づいた )

子 どもの変化 ･発達を下段部分に､保育者が書き入れる｡

｢さくらんぼ｣では､それぞれの子 どもたちのその時々の様子 ･状態に応 じつつ も､月齢が近

い子 どもたち2-4名ごとに1名の特定の保育者が主たる担任になり､比較的長い間にわたり同
一の保育者が同一の子 どもたらの ｢グループ｣の保育にあたるよう努めている｡ こうして､主と

して特定の小人数の子 どもに一定の責任を負いっつ､クラス全体の子どもをみていくことにより､

一人ひとりのちがいにできる限 り眼がいくように留意 している｡そのため日課表の記録 も(特に

下段部分は )多 くの場合主たる担任が行なうが､それを他の保育者 らも補なったり､またその記
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(表 ･2-1〕F児の入所後 1年間の変化 ･発達の記録

･-

4
7
-

月齢 ｢ 移 動 能 力 ｣ 手 足 指 音声 -言葉 .認識/感情 -意欲/並び -交流 健 康 . 食 弔 / そ の 他

3 ー81年3/3 股臥位で約 1分.問首をもち上げるo 3/2 背臥位で天井か らのつ りおもちゃに手を 苫/2 保育者の話しかけに視線を合わせにこにこ 3/2 体重 (7.25毎 〕3/6 保=百着のひざの上でつんつんするo のはすロ する○あやすと大きな声を出して笑 うo蓑 古/10 離乳金の準備として､じゃがいも.みそ

3/10 背臥位で足のけりにより頭方向へ移曲o 情が豊かo 叶を-さじか ら始めるO保育所での睡眠時問は1日3回､1回20-30分O

4 3/14 股臥柏で約 6分間○ 苫/14 左記事項の際､保育者 .他の子 どもの動 き 3/14 (7.4柏 〕 3.23〔7.65柏 〕

4/11 ふとんと床との差を利用 して耳道がえりD 春日で追っているo 4/8 (7.2辱 〕3/20 掠樫のため離乳食は中止.4/11 再開04/12 下 -左右の中切歯

5 4/16 腹臥位で回旋 〔ふとんの上で )04/28 芝生で腹臥位にさせると､両手肇立位で回りを見たり､時々片肘立位で草をとり口へ運_よ05/6 糧がえりロ腹臥位で180度の回旋05/7 腹臥位から-背臥位になるD 4/16 左記■中頃の際､足指のけりがあるo 4/15 (7.95辱 〕 4/22(8.15軸 )4/28〔//) 5/8〔8.4柏 〕

6 5/14 起臥柏で両手甘夏沌により､胴部及び腹部(一帯 )が もち上がるロ5/'18 腹臥位で散退ロ等話がえりの連続により移動して､眠っている赤ちゃんの目-昇 ,ロ-手を出す05′/25 脱臥伯で両手 .足を交互にまけ .のはし､｢而It現-イ｣のようにして前進 〔故10亡Ⅶ)∩5/30 肱臥位で高さ30-40mの積み木箱に片手をかけ､中をのぞきこもうとするロ6/1 過臥位で両手 -山王をのはして飛行観のよう 5/18 腹臥位でおもちゃを持ちかえる06/11 芝生にいござをしき,その上で腹臥位に 5/27 にわとりの鳴き声にヰヤツキャブと(つんつんして )宙ぶ06/8 .位近いろいろなものに置極的に遣っていくo 5/13(乱日毎〕 5/20(8.6庫〕6/3(9.0kg〕 6/10(9.0柏 〕

Iiかつこうをする(腹部のみで立位 〕06/2 ｢両生類ハイ｣で6歩進むo すると､土や芝生を手指 〔第2-5指 )でしきりにつかもうとするD 要求 も大きな声で示すO

7 6/18 ｢胞バイ｣の際.右足の屈伸はあるが､左 6/18 左記'事項の際､両足指のけりがある06/30 たらいの水の中に足を入れると､足手旨が 6/26 大 きなポ-ル 〔内径 1mほどD赤色o脳性 6/15 2回企 (年前 .午役企 )を始めるo

11は比較的伸ばしたままのことが多いロ マヒ児の訓練用のもの )を見ると泣き出す 6/29 離乳企 -後期丑に入いるo 食欲大いにあ

両手官と而足指で立位 〔手掌支臥位 〕し､ が､時々のぞいてもいるo りo

股部をうかす凸 6/30 椅子座位での食事になったら､保育者がス 7/1 ピジョン製の乳首 〔Ⅹ印 )で180ccの

6./24 片手におもちゃを持って ｢股バイ｣で室内 手指のiうに5本とも開 (ロ プ-ンで食べさせようとしてもロをあかず ミルクを数分で飲むロ
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月齢 ｢ 移 個 能 力 ｣ 手 足 指 音声 -言葉 .認戯/陳情 .意欲/遊び .交流 健 康 - 食 事 / そ の 他

10 てあげると大喜びロ再び自分でやるがやはりうまくいかないO大人が食事 しているの在荷 きし ｢マンマ｢｣テーブルに登るために箱椅子を引き出 し､そこに足をかけて琵るo

ll 10/21つかまり立ちか らの ｢一人T7:ち｣で､右足 lO/29大使の故おしりをふいてあげてると､ ｢イ 10/24(1P.2相 )ll/7(10.5軸 )

を輔 に左足を一歩出す8ll/4 散歩あるくO タイツ-､イタイツ-｣ らしき富来0ll/2 保育者がはえをたたいているのを見て､手でテーブルの上のはえをたたこうとする0ll/4 ひつじをしだいに.好 きになるロきわ らせても平気白

12 ll/13完JET1-〔躍か らの )一人.TIIrちか ら散歩ある ll/6 自ら■ひつ じの方-謡っていって頭をなぜるoll/14(10.9毎 )､ 11/21(ll.3柏 〕

くロ ll/17ワゴンを出すと､す ぐに約 10mほどの芝 ll/28〔11.4軸 〕ll/18上 .左右の犬歯､第 1臼歯o

ll/16両圧 も57:ち上が り､2-3〟り臣くD 生を五まってきて､ワゴンにのせてほしいそ

ll/25歩きTiか ら90度以上の方向転換o ぶ りをする凸

ll/30歩いていて梓などをひろうためにしゃがみ､ ll/24絵本の由の犬 .牛を指 さして ｢ワンワン｣ ll/19歯､上8本､下4本○12/4〔11.5匝 〕12/5.下揮い かぜなt-で年末まで体調が思い012/古 下 .右の犬歯○下 .左の第 1臼歯o

また立つ口360度の方向転換などたいて ｢モー｣o

いのことが｡Jfj-Eウ ll/25絵本の貢を次々にめくりたがるDll/30大人との間で,ポールを投げあって遊ぶ012/1 お もちゃのラッパをロにあてているので､保育者が ｢バーバー｣ と言 うと､ ｢バーバー｣ とまねるロ保育者がポールを投げ､｢Fくんとつてきて｣ と頼むと､歩いてひろつてくるロ12/3 リッチ (大 きなコリー犬 〕にたいして少 し恐いようだが､近 くによりたいようでもある○保育者の体に手をふれていれば安心 している凸12/8 散歩に出る時に保両者が ｢出先｣ と言 うと｢バ ツ- !｣とまねる012/10公開保育での リズム遊びに参加する○何才児ク.ラスの旧事で もとび出していき､ ｢四つ足ハイ-ィ､-｣｢うさぎ｣｢汽申｣等をする012/11H児とソフォーを間にはさみ､ ｢イナィ .イナィ .メ-｣をしているo

I
Lt9
-



月齢 ｢ 移 動 能 力 ｣ 手 足 指 音声 -言葉 .謡曲/陳情一題欲/遊び .交流 健 康 一 食 事 / そ の 他

13 ー82年1/8 ｢Fくん､ちょうだい｣〔F､おもちゃをくれる)｢ありがとう〔と盛を下げる〕｣(Fも頭を下げる).絵本の中のお皿をみて､手をのはし､食べるまねをするo1/9 木馬にの りおりして遊んでいる所に､J児がやってきたら､J児のおでこをたたき､木馬をよそへひっぼって行 くoP児の寝ているふとんをたたきなが ら｢ポッポッポッ-｣ とうたう凸1/12 こまとひもを租み合わせて遊ぼうとするo 再び晴乳ぴんを使う01/6 再び晴乳ぴんをやめるo

14 1/13 歩行が安定 してきた頃か ら､ ｢第2さくら｣のがちょうを忠が らなくなる01/16 保育者が ｢め-｣としかるまねをすると､F児は保育者をぶちに<るo1/20 食事の用意時に､ ｢お如けとタオルをあそこへ持っていって｣と頼むと､運んでくれる中速中で落 したものを後か らひろいに来る 凸1/25 物をつまむまねをしなが ら､ ｢マン了､マンマ｣と言って保育者の口へ入れてくれるOそれを保育者が ｢もぐもぐ｣と食べるまねをすると､宙ぷoおしっこでぬれたパンツを自分のよこれもの入れのかごまで持っていく01/26 食事の用意時に ｢Fくん､これもつてOよいし.tここらしよ｣と頼むと､箱椅子をもち運.よロ1/27 歌 ｢たんばつぼ～｣の部分がはっきりしてきた01/28 散歩時に､保育者が空にうかんでいるたこを措きしながら教えると､F児 も ｢ア-7-｣と古いなが ら指ぎすo1/29 苛み木を5つつむ〔5印四角のもの 〕o 1/18(ll.9紬 〕 1/29(12柏 〕1/19 第2白歯を除いた16本の歯がそろう01/27 はしかの予防接種o

-

5
()
-



(表 ･3-1〕 G児の入所後 1年間の変化 ･発達の記録

…

拒

i]
-

月齢 ｢ 移 動 能 力 ｣ 手 足 拍 音声 一首薫 .諾戯/感情 ,二正敏/遊び .交流 塵 店主 . 食 事 / そ の 他

4 ' 81年4 /6 体重(5ー25 晦 〕 o ミ ル クを蝕むとよ く吐 くo

5 4/23 腹臥位にしてみる04/27 耳道がえり(右回 り､ふとんの上 )05/9 左右 どちらにも斗⊇がえり05/11 腹臥位で肘立位により百をもちあけるo 4/23 背臥位でお もちゃを左手に もち､ふったり､口に入れた りする05/11 嘱乳ぴん (小 〕を両手で支え､少 し飲めるo 5/18 声を出してよく遊ぶoつ りお もちゃセ遊ぶロ 5/6(5.3佃 〕

6 5/30 艦臥俺で片手 〔肘立位 ?)支位o 5/21 企.■事時に左手をのはしてスプーンをつか 5/21 ヌーク製の乳首では飲めず､ピジョン製

6/1 腹臥位で約 30分聞いて もいやか らないo もうとするロ くⅩ印 〕では7-8分でおわるので､S
6/4 脱臥位で後退C 5/29 腹臥位で右手指は開 き､左手指は握って の穴で20-25分かけて飲むo

6/5 芝生での左肘立位の月圧臥位で､右手をつか いる白 離乳食はつぶしたもの (じゃがい も.に

い草を引 きぬいているロ -6/2 腹臥位で前方Eこあるお もちゃなどに手をのばすo ん じん -卵正 .トフ ト-みそ汁 )か ら姑

6/17 リズム遊び ｢どん ぐり｣の左回 りは苦手なようで腕がぬけにくいD 6/4. 左記事項の際､足指のけ りがあるO める06/3〔5.55軸 〕､6/10(5.45毎 )6/18〔5.95軸 )6/7 かぜで発熱06/9まで休む06/ltO 吐いて白い もの呑出す06/15 2回丑にする○

7 6/20 眼臥1.在で左右に回旋O 6/20 左記-中頃.の贋､足指のけりがあるo 6/30 母親をみてにこにこすることが夢 <なるO 6/19 下 .左右の中切歯

6/23 ｢腹バイ｣で約 2m前進o 6/23 人芽を右手に握 らせると､上手に口へ運 7/2 ミルクがい らなくなると左手ではねのけるo6/20-21 かぜ 〔下荊 )のため休むo

6/24 スペ リ台 (小 )の壇部分を主か ､上ろうとす _よO 食事時に､保育者がスプーンで食べさせよ 6/25 小児神経円科医の診察をうけるが特に異

る o 6/30 食べるのが上手にな り､自分で食べ られ うとすると､自らの左手に もつた人参呑み 常な Lo

るo7/9 汁潜時に腹臥位忙し手で胸を支えてあげると､両手をバシャバシャさせ､足をつんつんするO つめ､そちらを口に入れるo 7/1〔6.1抽 )､7/7(5.95軸 )､7/17〔5.95軸 〕7/13-16 発熱のため休むo

8 7/20 椅子座位での食事に移るD後ろへそりかえ 左記 ptF項甲際､時お り企ペ物に手 をのはすロ 7/ 2 5 食事時に使用する赤いシー トをしいていた 7ノ′2 1▲-22 発熱のため休むロ

つたり､左によりかかることが多い亡7/24 -人で自分か ら座る〔両手を抑 こつい~て〕07./29 椅子座位にしだいに慣れてきて､両手をJL了 ら､方向をかえで這って くるロ呂/ 1 1 指人形の山芋をもってしきりと劫か してい 7/25〔6.2軸 〕7/3 0-8/6 発熱､その後家族旅 行のため休む､O

の高さまで 〔W字形に 〕あげているのでは るので､保育者が ｢めえー､めえー｣ と鳴 8/ 1 7 年後発熱 く3903′〕



月齢 ｢ 移 戯 能 力 ｣ 手 足 音声 -言葉 .認識/感情 -意欲/遊び 一交流 健 康 . 企 申 / そ の 他

9 8/20 -時に比べ ｢腹バイ｣がやや少なくなった 8/20 椅子座位での食事時に手づかみでどんど 9/1 晴語が少しづつ出始める.9/8 おまるで大便をする(つかまり立ちをし､りきんで )○ 8/19(6.5kg)､8/26(6.55kg)､上 .

ように思われるが､何か目標がある時の｢腹バイ｣のスピー ドは速 くなった08/25 ｢四つ足ハイ｣を始める08/28 つかまり立ちか ら座位-09/4 段差 (約25cw)を登る09/5 門からテラスまで(約 10m)芝生を ｢四つ足ハイ｣で進む○ ん食べる08/28 手指の握 り開きをくりかえすo 左右の中切歯､9/1(7.0A.g)

10 10/7 ｢さくらんぼ｣の築山を5､6歩登るO 10/13｢四つ足ハイ｣の右足が 180度回内す 9/25 リズム遊び ｢四つ足ハイ～｣｢どんぐり｣ 9/26(7.45kg)､10/9(7.35kg)

る○芝生の原斜面を登 りお りする時 も同じ凸 ｢かめ｣を喜んでする010/1 座位で両手を打ち合わせているので､保育者が ｢シャンシャンシャン｣とリズムをとってあげると､喜んで統ける010/2 パンツをおろしてあげる時に､自ら足をあげてくる010/3 ｢パアーバアーバ7-｣10/6 水遊びをしたくて水道へ這っていく○少し後に保育者が水道からG児をおろそうとすると､体を後ろにそらせいやがる010/8 箱椅子の上に ｢四つ足ハイ｣のかっこうでのり､その姿勢からテーブルへ字音のはし､保育者のおやつをとろうとする010/13砂場で遊んでいて､1才児クラスの子ともたらが水道で遊んでいるのをみて､水道-追っていくO 9/28- 10か月健診 (特に異常はないとのこと)

ll 10/29芝生の傾斜面をお りる時に､今ま.でのように虎を先にしてではなく､足を先にして後ろ向きになりお りていくOll/4 ｢さくらんぼ｣園庭のスベ1)台 (高さ約2771余 )の斜面をくりかえしのぼり､すべ りお りる○ ● 10/24(7.4kg)､11/7(7.6kg)､ミルクをやめ牛乳にする○ll/9-10∴11/14●～18 かぜのため休む○

12 12/17｢マンマ-｣などがよく出るoポールを転がしてあげ､次に ｢こっちへちょうだい｣と言 うと､お しかえしてくる○12/18歌 ｢秋の空｣をうたってあげると､ ｢オーイ｣ と口に手をあてて呼ぶoリズム遊び ｢四つ足ハイ～｣のリズムに合わせて ｢四つ足ハイ｣をたくさんする○他の子どもが散歩に出かけようとすると､G児 も散歩に出たくて這ってくる(肺炎直後なので禁止されている)o府中や ｢飛行機｣ (両手をもってぐるぐる回す )等をしろとやってくるo Ill/19下 -左の第2門歯0年社発熱〔3806′)○ll/20休むoll/29明､発熱 (390) o この日以降､日中は平熱になるが､夜に発熱すること.をくりかえす○肺炎であることがわか り､12/16まで自宅で祖母がみる012/17久 しぶりの登園だが､食事時にどんどん近?てきて､手づかみでたベ､食欲をみせてくれる○敬 :上8∵本 (左右の中切 -此切 -犬 .罪1日〕下4本 (左右の中切､左の仰切､第1日)o

-

5
2

-



月齢 ｢ 移 曲 能 力 ｣ 手 足 指 音声 .言葉 -認識/感情 .恋歌/遊び .交流 健 康 一 食 -弔:/ そ の 他

13 12/21手遊び〔｢かいぐり｣｢こっちのたんば｣等 )の模倣力が商■い○12/22手掌を相手にむけてJiイJ{Jfをするこ'82年1/7 食事時に､他の子どもがみかんを食べているのを見て､みかんの皿をさして ｢クー｣と言うo1/8 ｢まためがね-｣と言うと､そのかっこうをする○絵本の中の皿を見て､手をのはし食べるかっこうをするo1/9 Ⅱ児とともにテラスをこえ､芝生をおり､土で遊んでいるo1/11 Ⅳ児にむかつて拒きしながら｢アーチ十ン､アーチヤン｣と呼びかける02人でむかい合い､さかんに再を出して遊ぶロ1/12 おもちゃのラッパをロにあて､ ｢バツパフ-｣と言っているo1/1日 このところ特に甘えがでてきて､抱っこを求めるo 12/23午後､発熱 〔390以上 )12/24-年末休むo1/7(8.1由)､1/18(8.5kg〕I/8 家では野菜をあまり食べないとのことoしかし､午後食のほうれん草の卵とじはおかわりをするO

14 2/1 足元のふとんから手を離し､一人立ちo 1/22 倍み木(5m四角 )を2個つむoB僻目も 1/29(8.35柏)､2/8〔8.G細 〕
2/2 完全な一人立ちo のせるが､うまくいかないo 1/30 はしかの予防接種□

2/4 左足を出し2歩ロ 1/27 項み木を4個琶むo1/28 散歩の途中でいろいろのものを拍さして､ほしいことを示す○ 2/13 晴乳ぴjL,をやめ､コ-1プのみにするD2/15 午睡､発熱 (3903′)-2/16休む-2/17午後､発熱 (3803′〕

-

5
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-



〔表 ･4- 1〕 Ⅱ児の入所後 1年間の変化 ･発達の記録

-

5
4
～

月齢 ｢ 帯 曲 能 力 ｣ 手 足 拒 音声 .言葉 .詔盈/感情 一意欲/正ぴ .交流 健 康 . 鹿 部 / そ の 他

4 I81年 4/6 実質が多いが､声は出ない凸 4/6 ミルクの飲みが弱いoよく吐 くo

4/6 手足が細いO足でふとんをよ<ける○ おしめが泊れT=り､空腹になって も泣かないo手 しゃぶ り香しているo 体重 (5ー05軸 〕4/8 ミルクを150亡亡か ら180亡亡(1回)に増やす04/15〔5.1毎 〕

5 4/20 背臥位でふとんか らの り出す05/9 位がえ()をする〔左回 り)05/11 腹臥位一一背臥位の寝がえりもできる〔左手が うまく抜けない時 もある 〕o 5/6(5ー3柏 )

6 6/1 腹臥位で 180度の回旋o 5/24 腹臥位で右足指は着床 しているが左足指 5/25 風が木の葉をゆ らすと体をす くめて宙ぷo 5/25 ヌーク製の乳首 〔S)で25分かけて

6/4 腹臥位で約 10分間o はういているo 6/4 歌をうたってあげると､キャブキヤツと苗 180亡亡の ミルクを飲むo

6/12 両手掌支位で既を前方にむけた腹臥位姿勢 6/4 腹臥位で両手指は開いているo ぷロ 下 .左右の中切歯o

が安定 してきた凸6/18 体を左右にゆ らしなが ら､前方の晴乳ぴんをめざして､腹臥位で前進 (約 10亡Ⅶ〕o 6/10 食事時に時お りスプーンに手なのはすO 6/12 左記事項にともない笑顔がふ見てきたo 6/3〔5.8kg)､6/10(5.9kg)､6/18〔6.07毎 )5/12 つぶし〔じゃがい も､にんじん､卵斉､トマ ト､みそ汁 )か ら始めるロ6/10 離乳食を口か ら出さずに､上手に食べる06/15 2回丑にするo

7 6/19 腹臥位で故:退o 7/2 左手に人草を持たせてあげると､右手を 6/24 母親のお迎えをみてにこにこする 〔以前は 6/2ー5 小児神経内科医の診察結束 :両手がかた

7/2 (腹臥位での前進を家で確認 〕o モ見て､両手で口に入れるO7/18 左記■事項の際､左手は手指を閉 じ､腕を曲げているロ右手で食べ物をつかんだ り､スプーンをもつ o あまり笑わなかったが )o いロ械-のパラシユ- ト(反応 )で左手

7/6 両膝 と両手聾で支位 〔｢四つ足-イ｣のよ 6/27 知 らない人をじっと見るようになる○ の出るのがおそいロ (1か月間様子をみ

うに 〕して､体幹を前後 〔東尾方向 )に呼 7/3 ｢イナイイナイJl'-｣に大 きな声をあげて る )o

するロ 喜ぶO 左足第 1指のけ りが弱い (まず着床させ

7/9 左肺の肘先部分 と右手 .右足を匝つての｢旗 7/17 腹臥位で水遊び用のたらいをのぞきこんで ること)凸

バイ｣〔左足指は着床 していない )07r/17 宅円を研極的に移動07/18 椅子座位での食事を始めるo いるO多少の水がかかつて も泣かないo ｢艦バイ｣をたくさんすること06/26 ヌーク製の乳首 (S)で約 10分間で180亡亡の ミルクを飲むo7/1〔6.lらl-g)､7/7(6.15kg)､桃半分大を歯でかみきり食べるo7/17(6.0細〕7/13-16 発熱のため休むo

8 7/23 スべ リ台 〔小 )の斜面を蔓ろうとする○ス 7/24 椅子座位での食事時に手をのはして食べ 7/25 D児と荘iをみあわせて笑っているo 7ノ/22 発熱のため休むo



月齢 ｢ 移 亜 能 力 ｣ 手 居 括 音声 .-古菜 -謡曲/感情 .意欲/遊び .交流 健 康 . 食 事 / そ の 他

9 8/19 ｢バイフライハイ｣になるo 8/19 左事項の際､足第 1指のけりはないo 8/24 おまるで小便をするo 8/19〔6.55kg)､8/26(6.5kg)､

8/20 以前に比べ ｢腹バイ｣のfFL:はやや少I:fくな 畠/20 椅子座位での食弔時に手づかみでどんど 畠/28 母親に ｢バイバイ｣(?)と言いなが ら手'-9/2(6.9匝 〕
つたが､hLもちや等の目標がある時のスピ ん食べるo 指を握 り開くO 8/26 上 .左右の中 .珊切歯o

- ドはかなり速 くなったように眉.われるロ 呂/24 左記事項の際､両足首より先は回外 して 9/2 暗語がふ克てきたo

8/24 ｢バタフライハイ｣と ｢両生環-イ｣との組み合わせの ｢胎バイ｣をする08/27 段差 〔約25肺 )を登る08/31 芝生の慣斜面を ｢四つ足ハイ｣で登る白9/3 つかまり立ちが安定 してきたD9/5 門からテラスまで(約 10m余 )の芝生を｢四つ足-イ｣で進むD いるため両足第1指のけりはないo 9′′4 保育者があひるをさして ｢ガ-ガ-きんだよ｣と冨つたら､Ⅱ児 も ｢ガーガー｣〔?)と言う09/11 おまるで大便をするoF児をたたくい ､?もは泣かされているが)9/17 ｢マンマ｣と古いなが ら､保育者の食べている物を欲 しがる凸

10 10/2 ｢高~足-イ｣で芝生の価二斜面を少 し遣る○ 9/24 手遊び ｢こっちのたんばたんば｣のまねをする09/25 リズム遊び ｢四つ足ハイ～｣｢どんぐり｣｢かめ｣を喜んでするo 指きしをする010/2 ｢バ-Ji-｣｢アジ十-｣ o しきりとG児を ｢いじめる｣ o10/3 G児を指 さして｢～チャン｣010/5 保育者が ｢イナイイナイバ-｣ とra-粟をかけてあげると､それにあわせてふとんを団にかけたり､まT=のぞかせたりする.,そのうちにH児自ら ｢イナイイナイバー｣(?)と古いなが らt同じことをくりかえす○10/5 ｢オィ.′｣と言って保育者を呼ぶ010/6 水蓮甲をしたくて水道-追っていく8 少LlLで保育者が水道からH児をおろそうとすると､体を後ろにそらせていやがる010/13水二正か ら水を飲む時に､盃任 じや口に自分のロをつけるのではなく､片手で水をすくいロ-運ぶ (もつ片手はつかまり立ち用 〕ロ 9/26〔7.3軸 )9/28 10か月健診〔｢発達は順調ロ反応 もよいo体重増加 もよくなってきた｣とのこと)010/9〔7.25軸 〕 o ミルク脅やめ牛乳にするロ

ll 11了4 ｢さくらんぼ｣園庭のスべリ古 〔iEr1-さ的 2 ll/6 空かんや箱にものを入れたり､とりだし 10/2日ミルクを全くやめ､牛乳のみにする凸
m余 )の斜面をくりかえしすべ りお りる_, T=りして蓮LLq 11/6 遊びながらよくしゃべっているD 10/24(7.3如 上 11/7〔7.5拍〕

ll/17保育者が ｢散歩に行 こうよ｣ と呼びかけ､ワゴンを由していると､H児は芝生 〔約10m余 )を自らiaつてくるO 散歩にいくのが待ち遠 しいみたい 0ll/24絵本を読んであげている途中で他の子ども ll/18下 .左の側切歯o

12 ll/21〔7.65軸 )､11/30(8.1匝 〕

のおしっこをかえに立ちあがると､ ｢もつ 12/4(8細工 12/14〔7.8桓 〕
と読んで｣ とはかりにおこり出すo 12/1日〔7.9辱 )

ll/30こトつじにむかつてどんどん這っていき､毛 12/5 下 .右の側切歯o

-
55
-



月齢 ｢ 移 動 能 力 ｣ 手 足 拒 音声 .言葉 一題劫/感情 .意欲/遊び .交流 健 康 . 食 事 / そ の 他

12 12/17砂場で空かんにシャベル(小 )で砂菅入れている012/22スプーンを上か ら握 り､食べるo

13 1/7 つかまり立ち中 ら一人立ちをし､そのまましゃがんでまた立つロ 12/21｢アツタツー｣12/21日課としている且つのリズム遊びや ｢高い商い-｣を何度 も求めてくる012/23｢おとうさんはどこ?｣と聞くと､父親有村さすo ｢こっちだよ｣ と保育者が自分をさしても ｢ちが うちがう｣とばか りに首を横にふり､再び父親を拒さす012/25おもちゃのラ-3パ呑口にあててならT:fいので保育者に ｢ふいて｣とばか りにさし出すロ保育者が ｢バツバツバツ-｣とふくまねをしてあげると､次には自分で ｢パアツー｣と言いなが らロにあてているロ'82年1/7 ｢もう､さゆはいち7:iいの?｣と聞くと､｢うん｣とばか りに首をたてにふり､晴乳ぴんをさし出す○1/呂 ｢まためがね｣と言うと､そのかっこうをする○ ものを指さして ｢アツタプ-｣ o 絵本の中の皿を見て､字音のぱして食べるまねをする01/9 G児とともに､テラスをこえ､芝生をおりて､土で遊んでいるD1/11 P児 (6か月 〕におもちゃをわたしてあげているO 12/24〔7.9紬〕1/7(7.8軸 )､上 .左の第 1臼歯

14 1/27 つかまり正らか らの一人立ちを何圧 も宙ん 2/1 歌 ｢ぞうきん｣をうたってあげると､右手 1/19 歯 :上8本 〔左右の中切 .雌切 一大 .萌

でする02/15 完全Ti--人立ちロ を体の前でふるo 1日)下4本 〔左右の中 一個切 〕o1/20､22-23 発熱のため休む01/29〔7.9柏)､2/8〔乱1kg)､2/16(乱2軸〕1/aO はしかの予防接種02/13 時乱ぴんをやめるO

15 2/19 3-4歩出るo 2/24 リズム遊び ｢めだか｣のリズムに合わせ､ 2/25 下 ,左右の第1日歯○

3/9 2mはど歩 くo 直g_が安定 〔しゃがんで立 直立で両手脅体の前にくみあわせてふるo (8.25晦)

つて､を宙んでくりかえす 〕o 3/呂 片手 (左右とも)で牛乳の入ったコップをつかみ､飲むo 3/8 〔8.3拍〕
3/l5 10mほど歩 くo 飲みおわると ｢もつと｣とばか りに別のコップを指すの 3/13 生活 リズムが 1才児クラスの子どもとは

で､保育者が別のコップに入っていた牛乳をE児のコツ ほ同じになってきており､食事も午前11

-
5
6
-



月髄 ｢ 移 動 能 力 ｣ 手 足 指 音声 .言棄 -認油/感情 -意欲/遊び ,交流 健 康 . 食 事 / そ■■の 他

-
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-
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述内容について もその場で複数の保育者が検討するようにしている0

それを夕方の迎えの時に 〔母 )親が見て､日中の状況､特に睡眠や食事 ･授乳時間とその内容

をつかみ帰宅する｡しか も自分の子 どもについてばか りでなく､他の子 どもの欄 も見 られるわけ

だか ら､一人の子どもの変化 ･発達について複数の 〔母 〕親がともに喜び悲しむことも間々ある｡

こうした簡略な記述だけで充分に通じ合わない部分については､朝や特に夕方の送迎の時に保

育者 と親との間で話 し合 うように努めている｡ 目立った､しか もよい変化を認めた時は､ 〔母 )

親が くるのをまちかねて特にていねいに話す. 逆に子 どもについて心配なこと､保育内容へ

の不満なども率直に出してもらうようにしているDただ心配 ･不満を(母 〕親か ら話して もらう

ためには､保育者への一定の信頼が必要だし､その信頼は保育者が一人ひとりの子 どもをJhか ら

大切にし､そしてその子 どもが具体的に成長 ･発達 していくなかでしか得 られない｡例えば､乳I

児期後半に入った子 どもが朝泣かないで､にこにこして (母 )親の手か らす-と保育者の手に移

ってくるようになると､ (母 〕親は保育者に ｢今朝はこんなだった｣とか ｢昨日帰ってか ら大変

だったの｣とか ｢うちの子､ここが心配なんだけど｣等 と話 しかけてくれるようになる｡

以上のようにして一日づつ積み重ねた日課表の記述をある期間ごとに一人ひとりの児童票に書

き写 し､それを(前述の衰 1のように )呂園合同職員会議に軽出できるように整理する個oLその

一部を呂名についてのみ もうー度児童票の記述にもどり､4つの柱ごとにまとめ直したのが衰 2

～4である｡

(2) 以上の作成経過をふまえ､表 2-4について次の点を断わっておかなければならない｡① これ

らの表は日常の保育のなかで､その保育の実際の-端を書 きとめたいわばメモをもとにできたも

のであり､例えば田中 らが作成した真鯛およびその著書の中で整理した諸々の文献個にある表の

ように､子 ども(乳児 )の発達を検査 ･診断するための表ではない｡ ただ､では何を記述するか?

との点には､これまでの ｢さくら･さくらんぼ｣の0歳児保育の実践的蓄積のなかで別表 6のよ

うな項目を考えなが ら､同時に先の田中 らの研究か らも保育者としての立場からその一端を学んで

いることが､寄与している｡ ② きわめて忙 しい時､たとえば保育者が昼食を5分に満たない間に､

子 どもの排胆の後始末などで断続するなかで食べなければならないような時は､別表 5の中段部

分に記入するだけでせいいっぱいのことが往住にしてあったため､記録の時期的片よりがみられ

るO 〔勤メモということか ら､保育者が一人ひとりの子 どもにどう働きかけたか?という点よりは､

子 ども自らの動 きなどを簡略に記 したものが多 く､保育者の働きかけと子どもの変化とのいわば

動的な理解を得にくいかと思われる｡④対象とした呂名の乳児の月齢にも規定され､記録項目を

多 くが乳児期前半か ら後半への移行の時期及び後半に集中している｡また各記録項 目を4つの柱

〔欄 )に仮分 したが､ひとつの記録項目が必 らずひとつの柱の中におさまるようなものではなか

ったOつまり4つの柱自体があくまで仮の ものであるo〔封表中の記述の多 くが ｢-ができる､で
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(別表 15)0歳児クラスの日程表 (一部 )

198 年 月 日 ( )

天真も( )

気温 (午前9時 :

(午後2時 :

その他

離 乳 食 献 立 表

午 前 午 後
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後期食
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朝負 時 間

円 零

量

健 康 状 闇心配な こと

午前8910ll冒 12年後の 12様 3千 456(柿
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(別表 ･6-1〕 0歳児 〔乳児 )の変化 ･発達の記録表 〔さくら･さくらんぼ保育園 〕

名 前

入所時の現題

-
60-

生 年 月 日 年 月 日

入所年月日 年 月 日

皮膚 血色はどうか弾力性はどうか湿疹は出来ているか 手をロに もつてい く

腐 っていた事を開 くようになる

手に物を握 らせるとそれを持 ち､ふる

義惜 おだやか､しかめている､無欲状､圏の麻坪等
目の前にあるものに手を出して､つかむ

垣 .罪 .顎 ,耳の型に奇型はないか

手のひら､中指薬指小指をつかって ものを握る

5指で物をつかむ

目 眠張の型に変つf=ところはF:fいか目のまわ りに揮亜はないか斜視ではないか

3手旨で物をつかむ

親指 と人きし手旨で ものをつかむ

姿輿 正常で対称的か苗か -方の手か ら他方の非対称性があるかないか後弓反張がないか かるいか つよいか 手に持 ちかえる両手に ものをもち打

蛙体位がないか あるか ち合わす

コップを持って口へはこ.よ〔もち方はどうか 〕
① 目 .耳 .表情

スプーンをロへはこ∫〔もち方はどうか )項 目 月 数(1,2,3,-12) 備 考

明るい方をむく ③足

一方をじいっと見る

あおむけで足をピンピンさせるひざの上で足をツンツンさせるうつぶせにしたとき足の親指が辞についているか足は左右対象かどうか足をつ く力が強い か弱い か

動 くものを目で追 う

音のする方-厩をむける

あやすと笑 う

あやすと声をたてて笑 う

表情が呼たかか

泣 き方はどうか

④全身運動 新生児の吐 くときのふ石見など 段をはってのぼる(苗さは? 何段か〕

自発的な手､足のふり､運動について(病的ととられるものがないか )
段をお りられる〔高さは? 何段か〕

ひとり立ちをする首がすわる

ねがえりをする〔腕がぬけているか〕 ひとり歩 きをする〔何歩か､歩 き方はどうか 〕

うつぶせで首をもちあげる (何分か )
しゃがみ腰ができる

うつぶせで肩をあげる 〔何分か )
ことば､謡曲及び柴田性の先達

うつぶせで腕が立つ〔手 をひらいているか 〕
7-ア-､ウ-ウ---な ど声音だす

腹ばいで動 く円をえが く( 〟 ) ゴニヨゴニ コとしきりに言っている

腹ばいで後方にさがる〔 〃 〕 大人の口まねをして .かたことがでる

腹ばいで前進する1.両腕をついて戯~く 音節語がでる(_種類)

2.両手をついて戯 く 人見知 りをする

3.片腕で赴 く

指 さした方を見 る

4.両手香交互について動 く(両せい類ハイハイ〕
拒 きしをする(具体物 と合わない )

5_足の親指をついているかく字音開いているか〕 指 きしをする(具体物 とあう〕

四つ足のハイハイができる 手をパチパチする

腰をしきりにあげる 手をバイバイする

蕗はいをする 手あそぴの轟位をするその種輝く例 〕いないいないばあとつとのめ にんぎにんぎ

自分か らお座 りをすち

つかまり立ちをする

名前をよばれるとふりむく



(別表 ･6-2)

ポ- ルをころがすところがしかえす

いれ ものに入っているものを外へつかみ出す

自分の ものがわかる(ふとん､ くつなど)

まわ りの子 とかかわりをもち(円容 〕o西を見合わせて笑ラo物をとりつこするoまねをするo何や らお話 しをしあう

･歯-はいつとろはえはじめたか

‥大泉門がふさがった･のはいつか (大いさ睦隆文は陥没 )■

眠 りが践いか

音にピタツと驚 く

臼乳をす う力が強いか弱いか

そしやく力はどうか

突発性発疹

麻 疹

水 痘

離 乳 食

月 齢 円 容 食べた量 食べた時の反応 とその変化 排 便 回 数正常 .異常 そしやく力と飲みこむ力 ミルク又は牛乳の飲み量 (1回 ) 体 重
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きた｣ というものが多い｡保育の実際の場面では｢できる(た)こと｣は､その子どもの変化･発達の･

経過をたど畠という意味では大切であり､何よりも保育者と父母の､そして月齢が高 くなると当の

子 どもにとっての善びであり､三者を結ぶ ものとなるO ただ保育としては､｢できる〔た)こと｣の■

背景には実に記録しがたい もの ･過程が存存しているように感じることが間々ある｡ たとえば子

どものまなざしを含む顔 ･表情の変化などは記述しにくいが子 どもの状態をつかまえるうえで大

切である｡しかし､ここではその点に立ち入 らないでおきたいO(宙記録した者 (保育者 )の宴が

実はこれ らの表の中に記録されているという面がある｡たとえば保育者の健康状態のよしあし､

保育者のある子どもへの態度 ･み方の如何などが何をどのように記述するのか､という点に関係

してくる｡しかし､この点についてもここでは立ち入 らない｡

(3) まずF児のケ-スをみてみよう.

硬の母親は ｢さくらんぼ｣のベテラン保育者､父親は接骨院を営んでいる｡ 両者とも忙 しい毎

日のなかで3人の子 どもたちとの接触を大切にしている｡家は ｢さくらんぼ｣か ら自動車で20

分ほどの隣村にあり､父方の祖母 と同居している｡

出産予定日を10日以上すぎて も生まれなかったため､陣痛促進剤を服用 した｡

産後､母親に腰痛症が現われたこともあり､8週間の産後休暇をさらに1か月間延長 した｡そ

の間はF児を母親がみていたため､前述のように'81年度の子どものなかでは入所が比較的におそく

なり､ '80年度末に生後呂か月 (以下 呂Llとい うように暗記 〕半で途中入所したo

入所当初より保育者の働 きかけに対 して反応のいい赤ちゃんだった.F児のその後の変化 ･発

達の経過を素描してみよう｡

④ 晴乳力が強 く食欲 もありそうなので､BM未には離乳食への準備としてスプーンで書ならし

を始めた.その後4Mで緑煙が連続したので､母親の要望 も考慮に入れ20日間ほど離乳食を

中止した〔ここまでは -80年度の0歳児クラス担任者の )｡ 再開後は順調に進んだ｡月齢の

高いA-I)児が食事をしているのを見たら ｢ンマンマ-｣ と言って這ってくる(BM )ほど食

べることが大好 きな子どもで､食べ物にどんどん手を出した｡ ある日午後食に大好物のうどん
なか

が出たので､それを何杯 もおかわりしてお腹がはちきれそうになった｡ その後これ も大好きな

牛乳の入った晴乳瓶を全部飲みきらないで落 して も､お腹があまりに苦 しいために拾えなかっ

たこともあった｡

母乳は保育所で8Mまで飲んだo

⑧ 1年間を通してほとんど休園しなかったこともあり､ ｢移動能力｣の発達は次のように順調

だった. 想定 BM､寝がえり4M二､腹臥位での回旋は5M､同後退 ･前進､飛行機のような腹

臥位､両生類ハイは6M二､手掌支臥位 ･椅子座位は7M､つかまり立ち ･伝い歩 き ･階段登 り､

大人がすわらせた二足座位は呂M､つかまり立ちから座位への転換､四つ足ハイは9M､つかまり立
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ちか らの直立､高屋ハイは10朋二､床か らの直立､二足歩行は12M｡

以上のなかでやや気がか りであったのは､体が比較的に固いこと､ ｢腹バイ｣を始めた頃に

手指が聞きにくかったことだった｡

◎ 感情 ･認識の発達は少なくとも6I7M頃か ら著 しい｡たとえば大 きなボ｢]t/を見て恐がる､

2週間後にはそれを恐が らない､食事用シー トを見ると這ってくる等のように､F児 とあるも

のとのいわば直接的な結びつきが彼の中にはっきりとでき始めているの･か う■かがえる｡

｢移動能力｣の痩得と認識の発達との関係を示唆することとして次の2つの記録がある｡ 1つ

は､7M半ばから､それまでの保育者が抱いての食事をやめ椅子座位でのそれに移ったが､その

とたん､今までのようにスプーンで食べさせてあげようとしても口をあけず､その代わ りに自

分の手で何とかつかめたじゃがいも･人参 ,大根 ･ハンバーグなどの方を食べるようになった｡

2つ目は ｢クラスだより｣6月28日付の次の部分である. ｢Fくんは6月に入いる頃から､それ

までの飛行機のようなうつぶせ姿勢か ら､左右の手足を交互に出す両生類ハイを始めましたo

すると1週間 もしないうちにスピー ドがつき､今ではあの広い0歳児童を端か ら端まで､月齢

の高い子 どもたちが食事をしている所やお もちゃなどの目標をめざしてあっという間に移動 し

ます｡そのため足指の皮がむけるほどです｡またそれにともなって､ 『ァッーアッ-』 と大 き

な声を出して弄びを表わしたり､要求を示すことが目立ってきました｣0

感情 ･認識面での記録項目の数は9･10M以降に目立って増える｡たとえば指 きしや吉葉

の現われは9加工 太鼓と他のおもちゃを組み合わせたり､椅子をつかってテ-ブルの上に登る

といった､いわば少 し頭をつかったことができ婚めたのが 1■OM､保育者の歌やリズムに合わ

せて うたったり手遊びをするという模倣力の高まりは9Mか ら､保育者がワゴン(大型の乳母

車 )を出してくるのを見ると散歩に行 きたいという要東を泣いて表現 したり､食事用エプロン

(おかけ )をつけるといやがる等の､保育者がする､一定の動作 ･働きかけに対 して自分の感

情をはっきりと表現 しだすのが少なくとも9加【から認められるo こうして保育者とF児との間

にある物 t動作 ･音声 ･言葉などをはさんだ関係ができていく｡ そのことは保育者にとってみ

れば､文字 どうり眼のまわるような忙 しさのなかでたとえ■少々体がきつくても､保育というか､

子 どもたちと一緒にいる時が楽しくてしょうがないと感 じる時期が､少なくともこの頃か ら始

まったということでもある｡

こうした保育者 とF児との関係 ･結びつき･交わりがさらにこくなっていくとともに満 1歳

の誕生日をむかえる5月には､それまでのように保育者の設定した場面､保育者の吉葉かけに

よってではなくF児が他の子どもとの関係 .交流の下に自ら遊びをつくり出し始める｡ もちろ

んその際にも､安全の確保などの配慮と､さを‖ヂなく室内か ら芝生へ誘 うといった心づかいは

保育者に必要であるが｡
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そのなかで､恐いけれど保育者の体に手をふれていれば安心する､母親に抱いてほしいとぐ

ずる､保育者がしかるまねをすると逆にぶってくる､散歩に出かけてみちくさをくう､といっ

たいわば人間的な弱きや ｢受動性｣個をも含んだ諸々の感情が育ってくる｡ また､落 としたも

のを後で拾いにもどる､自分が遊んでいる木馬に他の子 どもが近づいてくると木馬をよそ-ひ

っぼっていく､絵本をみて楽 しむ､などの人間らしい知恵 ･貿 さが目立ってくる｡ さらに様々

な場面での模倣力の現われと言葉の明確化を含んで､F児 らしさとでもよぶべきものが誰にも

感 じられる子 どもになっていった｡

(4) 次にG IH児の場合を検討 してみたい｡

彼女 らの父親は群馬県職員で ｢さくらんぼ｣後援会の会長､母親は深谷市隣村の公立保育所の

ベテラン保育者｡4歳上の兄 も0歳児期か ら入所してお り､保育園に理解 と協力を示 してくれる

家庭である｡

長期の避妊の後に妊娠誘発剤を使用 したことも静智したのか､彼女 らは一卵性双生児として生

まれたoすでにみたように胎生期 ･新生児期にはその後の成長 .発達を考えるうえでき甲しい条

件を幾つか負っていた｡そのこともあり､また双子ということもあり､母親は産後休暇 も含め出

産後 1年間の育児休業･Xをとったが､2人の発達を考えると狭い部屋に一日中親子 3人でいるこ

とはさけ､空気 ･日光 ･空間 ･人間的働 きかけを保障することが我が子 らには必要 とお もい､4

Mで ｢さくらんぼ｣に入所させることにした｡

※ 1976年 4月1日より､通称 ｢育児休業法｣ と呼ばれる ｢義務教育諸学校等の女子教育

職員及び医療施設､社会福祉施設等の看護婦､保母等の育児休業に関する法律｣が実施され､

許可制 ･無給 ･対象限定などをかか見てはいるが､出産後 1年間の休業期間が保障されること

になった｡ G ･Ⅱ児の母親が勤める村立保育所 〔同村円には計4圃 )では初めてのケースだ

ったといーう｡

2人は一卵性双生児だが､入所時の印象ではG児がどちらかといえば父親似､Ⅱ児が母親似で､

担任保育者にはいわゆる瓜二つにはみえなかった ※ ｡ 姉のG児はにこにこしているが声を出すこ

とはあまりなく､入所時すでに4MI半ばすぎというもあり､しきりに寝がA_り香しようとしてい

た｡ また嘩育者 らが眠 り姫と呼ぶぐらい当所はよく限っていた｡ 皮膚のつやは惑いようにみえた｡

他方､妹のH児はあやすと声を出し七笑い､暗語 らしきものがよく出ていた｡

洋 だが他の保育者 らは入所時 も､またその後 もしばらくの間2人を区別できないと言ってい

たo次年度のTJIV児の双子はさらによく似ていたが､この場合 も担任保育者にはらがいが

よくみえ､彼女 ら4名の保育をしていくなかで､ ｢双子っていうけれど本当にこんなにらが

っているのか｣と感じさせ られることが頻繁とあり､保育者の脳裏からしだいに双子という

ことは忘れきられ､4名の別々の子 どもという面が前に出てきた｡ このことか ら考えるに､
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科学的な裏づけはないし､証明もできないのだが､保育者と子 どもとの最初の出会いの時に

何をどのように保育者が感じるか?という点に､両者のその後の交わりの質と量 とが集中的

に現われているという面が保育という営みの中にはあるのではないだろうか｡このことが､

その後の日常の保育のなかである子 どものことを積極的につかんでいくという努力を放棄す

るものでないことは当然であるが｡さらに論理の飛躍が許されるならば､ある保育者とある

子 どもとの ｢相性｣と呼ばれる事柄を､宿命論におちい らないで､教育学の問題 として考え

ることはできないか､ということへ も上記の事柄は結びついていく｡

ただ共通 して四肢が細 く､その末端部にチアノーゼがみられた｡ 加えて ミルクを飲む力が弱い

うえに､飲むとすぐに吐くことが目立った｡ なお母乳はほとんど飲んでいない｡ G ･H児のその後

の変化の発達の経過を迫ってみたい｡

④ 上述の ミルクを飲むと吐 くという点を保育者は心配してお りよく来園した小児科医の診察を

受けたが､幽門狭窄症などではなく今後の2人の成長のなかでしだいに直っていくということ

であった｡ 母親は割合にのんびりしており､ ｢お兄ちゃんも初めはよく吐いたが､ 1歳になら

ないうちに直ったよ｣と言っていた｡結果として6月に入いると吐 くことは減っていき､未熟な

保育者は父母嵩か ら子 どもを育てるうえで大切なこと ･態度を学はせ られた｡

# 双子を育てる両親の苦労はひとしおであろうが､そのなかに も子育てのカラーとも呼ぶ

べきものが理式的にはいろいろとみられる｡別表 2のU･Ⅴ児の家庭では各々がどちらか

と言えば自分に似ている方をお母 さん子､お父さん子として育てていった｡ C Id児の場

合は､ほとんど母親まかせだったのが､保育所に入ってか らしばらくして父親 も子育てに

たずさわるようになった｡ Ⅱ tG児の両親は､これ らとはまたちがい､父親はその時々に

自分に対して反応のよい方をかわいが り､母親は他の方をみるというようにしていた｡ も

ちろん､おそらくは各々にたいする愛情にらがいはなく､上記の点を意識す らしていない

だろうが｡いずれにせよ､保育 ･育児はこ うした両親の努力と保育者との結びつきをひと

つの にして互いに学び合いなが ら､いわば試行錯誤的に行なわれるものであろう｡

入所後√2-3カ月するうちに2人とも噸乳力がつき､離乳食にもしだいに慣れていったため､

入所後あまり増加しなかった体重 もしだいに増え､両親と保育者を安心､させ喜ばせた｡ それに

ともない ｢移動能力｣ も表 3.4のように､仮にF児 と比べれば早やお くれなが らも､.ほぼ

同様の道順で獲得されていった｡

入所 呂ヵ月目の2人の成長 ･発達の一端を次の6月の ｢クラスだより｣か ら払い出してみよ

う｡

｢これまであまり体重の増加がみられなかったGちゃんは､ 18日に測定 したら一度に500

gもふ見て5.95軸になっていました0本当によかったね. うつぶせの姿勢でワゴにのって散
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歩に出かけると､30分以上 もの長い間ずっとうつぶせで遊べます｡4-5月ごろ少し目立っ

た吐くことも､このところ以前に比べ少なくなってきたようです｡ うつぶせ姿勢で眼前におも

ちゃがあると一所懸命に左右の手を交互にのはしとろうとして､円をえが くように動 き始め､

23日にはついに2mほども前進することができましたoFくんのように動 き回れるようにな

るの もすぐでしょう｣｡

｢Ⅱちゃんは6月中旬に入ってか ら､両手指をしっか りとひらき､足指を床につけ体を支え､

頃を真if面にあげ圃香うかせた､きれいな左右対称の うつぶせ姿勢をとり始め､今では片手で体

を支え､片手でお もちゃをつかみ長い間遊んでいられるほど安定してきました｡それにともな

い顔がいっぱいふえ､散歩にいっても他のクラスの保母きんから『Ⅱちゃん､fIちゃん』 と呼ばれて

にこにこしています｡体重 も5月の連休あけに軽い病気のため少し減った以外は､少 しづっです

が順調に増加しています｡ Hちゃんもうつぶせで円をえが くように動いたり､後ろへさがった

りしていて､19日には少しだけ前へ出ました｣｡

このようにしだいにいわば ｢さくらんぼ｣の赤ちゃんらしくなってきた2人だったが､その

後 も月 1回ほど発熱をくりかえしていたことが心配であった｡

⑧ そのなかでE児は7Mに林万 り医師の発達診断を受け､手 ･足の弱 きを指摘され､ ｢腹バイ｣

をたくさんするように言われた｡ちょうど薄着の可能な季節だったこ ともあり､保育者は彼女

をテラスや､その春にうえたばか りで文字 どうり新芽とでも呼ぶべ き芝生へつれ出して遊ぶよ

うに努めたo腹臥位の安定 ･充実のなかで7M末には一度に何mも｢腹バイ｣で進めるようにな

った｡ スペリ台に登ろうとする､椅子座位の食事で食べ物に手を出す､という､積極的な行動

とともに､母親をみてにこにこする反面で知 らない人をじっとみつめる､他の子 どもと顔をみ

あわせて笑 うなどの感情 ･認識 ･交流面での発達をとげていった｡

他方で､G児 もまだか細い手足なが らも7九年で ｢腹パイ｣をする､母親をみてにこにこする､

保育者に食べさせて もらうのではなく自分の手でつかんだものを食べる､呂Mで食事用シー ト
I

をみて這ってくる､スベリ台にいどむなど､Ⅱ児とほぼ同様にその発達が順調にいき始めた｡

ところがそのやききに2人は発熱し､その後は父母の夏休みのため､休園が 10日間ほど続

いた ｡

◎ 久しぶりの登園で保育者を驚ろかせたのは､休園前にようやく意欲 と動 きの出始めていた2

人が､休園後､一方のG児は一人座位が可能となり座ったまま､他方のIi児はつかまり立ちを

したまま､じっと動こうとしないことであったoほぼ同月齢のF児が半年ほど先に生まれたA-

I)児と一緒に遊びたくて意欲的に這っていくだけに､座ったまま､つかまったままのG･H児

の姿はよけいに目立った｡

たしかに座位およびつかまり立ちは0歳児 (乳児 )が ｢移動能力｣を獲得していく過程で大
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切なステップのひとつであるO また座位については､それが ｢人間が人間に意図的にとらせな

ければ十分にできないといわれる大切な体位で､さらに次の階層における直立二足歩行 ととも

に､人間としての特徴的な活動を充実させて移動をおこなっていくために必要な体位的｣だと

する主張 もある｡だが保育の実際においては､ ｢ハイハイ｣特に ｢腹バイ｣のなかで培 う諸々

の能力 ･意欲 ･感情 .認識などを､0歳児一人ひとりのその後の成長 ･発達にとって必要なだ

けという意味で充分にはぐくむ前に､座位を保育者 ･大人が積極的にとらせてしまうと､どう

して もいわば動きの少ない子 どもになりがらだと思われる｡

言いかえれば､乳児期後半にある子どもを､少なくとも彼が目覚めている間は､本来的にい

わば静的ではなく動 的な存在､あるいは動的な面が主要な存在であるととらえると､その彼が

主に肉体的には-たんは困難な ｢ハイハイ｣特に ｢腹バイ｣を(話はややとぶか もしれないが､

大人 もこの ｢ハイハイ｣を自らやってみると､それが実に大変なものであり､そのなかでも｢腹

バイ｣が肉体的に最 もきついものであることがわかるであろう)､おそらくは無意識的に も避

けないだけの条件をつくり､彼が自己の ｢諸能力および吉気器官の内部か らの発達｣にそう形

で､つまり｢自然の性向｣個に そって ｢移動能力｣を得ていくよう援助する点に､0歳児 〔乳

児 )保育のひとつの課題があると思われる｡ もちろんそうだか らといって､どんな環境におか

れた､どんな発達上の条件をもったどの子にたいして もやみくもに遣わせればよいのではなく､

一人ひとりの子どもの発達上のちがいを考慮に入れ､しか も例えば一定の目標春子 どもの前に

示 したりして､子ども自らが楽しく感じられる場面で上記課題を設定することも､保育者の力

量のひとつであろう｡

このように ｢さくらんぼ｣の保育者 らは考え､G･Ⅱ児にもできるだけ動 きのある場面へと

誘 うように努めた｡

⑲ 9･10M以降の2人の変化 ･発達の経過の多 くは､基本的に前述のF児のそれと重なるの

で暗する｡ただG児が12Mで発熱をくりかえした後医師から､肺炎 と診断され､20日間ほ

どを休園せざるなえなかったことは､保育者に対 してその初歩的観察 ･注意の不足をきびしく迫

るものであったo 健康という土台なくしては､F児のところで述べたような9Ilob,tか ら満

1歳前後への様々な人間的な側面 も花開かないこと､また乳児期後半に入ったら子ども自らが

楽 しいと感じ､表現するような保育所生活のなかでその土台をつくっていくことの大切さをG

児か ら教えられた｡

〈おわりに〉

6)0歳で入所 した18名および1-2歳で入所 ･再入所 した15名計日日名の子どもたちの､主

に誕生をめぐる入所までの若干の調査､6)前 18名からとり出した呂名の入所後 1年間の発達過程
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の素描､以上の2つから､ ｢生まれの弱き｣を背負った子どもを0歳児 (乳児 )期にあずかる専 門

機関のひとつである､保育所での保育内容を検討していくうえで､少なくとも次の点が示唆されて

いるであろう｡

① 本来､出産は親子双方にとって人生における最大の難関と呼んでよい ものであろう｡それが先

の④の調査によると､彼 らのほとんど全員の母胎 〔体 )円環境がいわば一定の危機的状態にあり､

そのことも関係して､母親からみれば出産 ･分娩時の､彼 らか らみれば出生時の異常要田が目立

ってお り､出産 ･出生をめぐる 状況をさらに難 しい ものとしていることがわかる｡ ｢ますます

有害の度合を増している今 日の環境が､幼い子供たち早まだ生れぬ子供たちの健康にどのような

影響を及ぼすかについて､深く考えなければならない時期に､私たちは立たされている｣個 とい

う指摘を､とりわけ0歳児 (乳児 )の育児 ･保育にたずきわる人々は頁剣に受けとめねばならな

い状況下にあることを先の調査は例示している｡ 妊娠 ･出産 t育児 〔保育 )という営みにとって

好ましい､諸条件のさらなる実現とそのための深い知見を得る努力が保育者 らに求められている｡

② 一人ひとりの子 どもがそうした ｢生まれの弱き｣を克服していくのを援助するためには､家庭

･行政 ･保育所その他の専門機関の場にいる人々が各々の専門性を生かしつつ､個々の子 どもの

育っ条件を保障するという点で結びつきを強めなければならない｡

③ その際､保育所保育の内容が､0歳児 (乳児 )の ｢諸能力および諸器官の内部か らの発達｣を

保障するために､彼 らの ｢自然の性向｣個にそうものとなっているかどうか､を個別に吟味しな

ければならないO具体的には例えば先のG)を念頭におくと､ 日 日光 ･空気 ･空間などの環境条

件が0歳児の発達にとってふさわしいものであるかどうかということ｡ ii〕乳幼児の成長 ･発達

を保育の場でとらえる際に､0歳児 (乳児 )の場合､彼 らの入所後か ら1歳をこえ半ば前後にい

たるまではひとつの発達上のまとまりらしさものをもっていることが感じられる｡ さらにそのな

かで､生後 6･了か月をひとつの境に､保育活動の重点が､それ以前は､ ｢世話をする｣ ｢面倒を

みる｣ ということにあったのが､少なくともそれ以降は､彼 らが急速に人間的存在- と近づいて

いくことにより､ある子どもと特定の保育者､その子 どもと他の保育者､その子 どもと他の子 ど

も,その子 どもと他の子どもたちという順に成成される交わり.交流のなかで生 じる ｢ともに遊

ぶ｣ ということへと移っていく｡このことか ら少なくとも2つの点を検討しなければならない｡

1つは､例 えば4月の年産当初のクラス編成を1年間そのままに してお き変えないとい うこ

とが､0歳児 (乳児 )の発達にとってふさわしい ものであるかないか とい う､ 0歳児 クラス

の編成のし方に関する問題である｡ 2つは､ 0歳児の保育所保育のいわば第 1の特徴を､言

いかえれば保育者の子 どもへの働 きかけの重点を､例えば､ある子 どもに対 して他の子 ども

〔たち)の存在を保育者が意図的 ･積極的に認識 させ彼 らの交流を促することにお くのか､

それとも個々の子どもの自我の芽生え ･育ちを保障するなかで彼がいわば自然に他の子ども(た
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ち)の存在を認識することにおくのか､という問題である｡iii)｢嘩動能力｣L甲新たな獲得はそ

の子 ども〔乳児 )のいわば内面の素地-を形成するものである感情 ･意欲 ･認識などの発達をうな

がすことがあるo しか もここでいう獲得という言葉は､単にできなかった午とができるようにな

るの在意味するだけでなく､できるようになった事柄が充果し安定することも意味する｡また逆

に､内面的な ものが芽ばえ育っていくなかで､ ｢移動能力｣の次のステップ獲得へと彼 らをむか

わせることがある｡ 両者の関係をこのようにとらえるならば､例えば､乳児期前半か ら後半への

移行の時間および後半の時期の保育において ｢腹バイを重視し､それを保育の中に積極的にとり

入れるという考えとそれにもとづく実践が､乳児期後半以降の子 どもの発達の保障という点で一

定の妥当性を有するものと思われるが､この点はどうなのかということ｡

少なくとも以上の呂点をいわば前提としたうえで､0歳児保育と家庭などでの育児との結びつき

の実際 ･あり方について も検討を加えることが大切である｡そしてそうした努力のなかで､0歳

児 (乳児 )が ｢生まれの弱き｣を自ら克服し､その 1歳 ･2歳の誕生 日を父母 ･保育者 らがとも

に喜びあえる幾つかの条件がつくり出されるであろう｡

く珪〉

(1) たとえばクリス ト7 7- 1ノ-ウッド〔綿貫礼子 ･河村宏訳 ) 『胎児か ら~の麿菖一危機転立ち

生命環境』 (1982)を参照｡また､藤井は妊娠時 ･分娩時の母胎(体)側のハイリスク国子及び新生

児ハイリスク田子として40項目をあげるという(前川喜平 『乳児健診の神経学的チェック法』

32百〔1979年 〕)0

(2) この点については､例えば田中昌人 ･樟恵 『子どもの発達と診断』第 1巻 く1981年 )､同

第2巻 (1982年 )を参照｡

(3) 拙稿 ｢0歳児の 『移動能力｡の獲得過程をめぐる問題｣(『名古屋大学教育学部紀要-教育学

科～』第31巻〔1985年 〕)0

(4) 田中昌人 ･樟恵 『子どもの発達と診断』第8巻 (1984年 )0

(5) 胎教については､例えば､田中昌人 ｢胎教の検討(-)､(二)｣〔『教育学研究｡ 第 24番第 3､4

号､ 1957年 )､大島情 『胎児か らの子育て』 ( 1983年 )を参照｡

(6) 例えば､(1)の文献､T.バーニー､ (小林登訳 )『胎児は見ている』 ( 1982年 )､近藤四

郎､大島借 『人間の生と性』 (1982年 )､大島､前場書等を参照｡

(7) この点については､井尻正二 『ひとの先祖 と子どものおいたち』 (1979年 )､ 『こ どもの

発達 とヒトの進化』 ( 1980年 )､ 『進化とはなにか』 (1982年 )を参照｡

(8) その一例は､井尻､同上書 (1980年 )の斎藤公子 ･付言 (144-149貢 )を参照｡

(9) ｢姉妹園｣についての説明は､斎藤公子 『子 どもはえが く-さくら･さくらんぼ､姉妹国の子

どもたち-』 157百 〔1983年 )を参照｡

個 ｢さくら･さくらんぼ｣の保育者 (職員 )の '74-'79年度の妊娠 ･出産状況の一部につい
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ては､井尻､前掲吾 (1980年 )の斎藤付言 (142-148貢 )でふれられている｡

鋼 船川情夫 ｢低体重新生児についての統計的観察および在胎週別体重および身長の基準につL■lて｣

(『小児科臨床』 17巻､871-877百､1964年 )を参照｡

姻 例えば､ '81年8月末の職員会議に提出した記録の一部は､斎藤公子編著 『さくら･さくら

んぼの障害児保育』xi卜･Xx項 (1982年 )に､ ｢調査表｣として掲載されているo

姻 4つの柱のうち ｢移動能力｣の仮の定義については回を､交流については､荒木美知子 ｢乳幼児

の発運と交流-ソ の理論を中J[再こ-｣(『都立大学人文学報｡ 150号 (1981年 )を参軌

掴 田中､前掲書第 1巻､184-185百及び同第2巻､182-18日貢｡

個 田中､同第1巻22-24貢及び同第2巻､26-28貢｡

掴 この点については､坂元忠芳 ｢発達における能動性と受動性｣(東京都立大学教育学研究室編

『教育科学研究』創刊号 〔1982年〕)を参照｡

的 田中､前掲吾第 1番､194貢｡

個 ]L/ソー 『ェミ-ル｡ 〔邦訳 『明治図書版』第 1巻､19-20､22貢 〔1967年〕〕参照 o

個 C.ノ-ウッド､前掲書､5日｡
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